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広 報

「大分の獅子舞」が始まって300年となることを記念し、
大分八幡宮で「獅子舞フェスティバル」が開催（令和6年12月撮影）



債



オ
ア
シ
ス
珈
琲
有
限
会
社

きれいなコーヒー
ドリップバッグ

原料の生豆を特許技術できれいに洗浄、焙煎し
たきれいなコーヒー®のドリップバッグです。原
料をきれいにする事で、飲み口がスッキリしてい
ます。エグミや雑味がなく冷めても濁りません。
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オアシス珈琲（有）
飯塚市堀池133-9
☎0948-26-1555

きれいなコーヒー®
コーヒービーンズバッグ

ドリップバッグには通常、粉が入っていますが、
フィルターと共に豆を入れました。世の中にない
ので特許出願中です。1袋1袋、窒素充填の個包
装で、香りの中で豆が保存されます。封を開けた
時の香り、挽いた時の香り、湯を注いだ時の泡
立ちは新鮮な証拠です。目で確かめる事の出来
るコーヒーです。

超！画期的！豆のコー
ヒーバッグです。
いつでも手軽に新鮮な一杯を楽しめ
るコーヒービーンズバッグ。コーヒーミ
ルで挽くひと手間はありますが、最高
の香りに包まれたリラックスタイムを
是非お楽しみください！

1

エグミや雑味のないコー
ヒー本来の味わいをお
楽しみいただけます！
カラフルなドリップバッグは、色ごとに
コーヒーの種類が違います。その日の
気分に合わせた、色や味わいで選べる
12種類のセットを是非お楽しみくださ
い。

経済部　特産品振興・ふるさと応援課（☎0948-22-5553）
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新年あけましておめでとうございます。
本年もフレイル予防で皆様が健幸な１年となりますように
～フレー！フレー！フレイル予防で健康長寿！！～

問合せ　飯塚市　高齢者支援課　☎0948-22-5500（内線：1142）

フレイルってご存知ですか？
　「フレイル」は、2014年に「虚弱（きょじゃく）」を表す英語「frailty（フレイ
ルティ）」を語源として、日本老年医学会が、加齢により筋力や活力が衰えた
状態のことを、「フレイル」という概念で提唱し、普及に努めてきました。
　「フレイル」は、健常から要介護へ移行する中間の段階と言われ、多くの高
齢者がフレイルの時期を経て、徐々に要介護状態に陥ると考えられています。

講演会に参加された方は体験できます♪

【測定時間】
　①9：00 ～ 9：45
　②講演終了後 ～ 13：00

フレイルの位置づけと流れ

座って
安全！
健幸体操

自宅で効果的なトレーニングを紹介！

脳年齢測定

健幸体操 
飯塚市運動指導員の清水高志による

寒さを
吹き飛ばそう

参加して頂いた方には記念品 (エコバック )進呈 (数に限りがあります )

いいづか健幸ポイント付与対象事業
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飯塚市フレイル予防講演会のお知らせ
人生100年時代を元気で乗り切るために

～フレイル予防はまさにまちづくり～

　フレイル予防の第一人者である

東京大学 高齢社会総合研究機構 機構長
未来ビジョン研究センター 教授　飯島 勝矢氏

日　時

場　所

令和７年２月９日日

イイヅカコスモスコモン
中ホール
(飯塚市飯塚14番66号 )

入場無料・申込不要

9：00
10：00

11：20
11：30

12：00

受付開始・脳年齢測定（無料）開始
飯島教授　講演会
座って安全！健幸体操
飯塚市フレイル予防サポーターに
よる発表
閉会

～飯島 勝矢教授ご紹介～
　飯塚市では飯島方式のフレイルチェックを導入しており、飯島教授が開発した自分の
健康状態を知ることができる「フレイルチェックシート」は、全国で導入されています。

飯島教授からのメッセージ
いつまでも自立した日常生活を送るという健康長寿も重要であるが、同時にウェルビー
イングも兼ねた「幸福長寿」も実現したい。フレイル概念を改めて再考すると、自ずと
フレイル予防の取り組みの重要性および自分の日常生活を多面的に一工夫（ちょい足し）
していくべき重要ポイントが分かってきます。フレイル予防はまさに「まちづくり」その
ものであり、産官学民協働での新たなチャレンジといっても過言ではありません。本講
演で一段上の自分を目指してみましょう！



時刻表はコチラから

（サービスカウンター）

○飯塚バスターミナル
○西鉄バス筑豊株式会社本社
○イオン穂波ショッピング
　センター
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コツコツ骨育教室参加者募集

はずむ心の音健教室参加者募集

『もの忘れチェック』相談会開催のお知らせ（申込不要）

フレイル予防教室のお知らせ♪

～骨を元気に保ちながらフレイルを予防しましょう～
骨粗しょう症予防教室の参加者を下記のとおり募集します
内容：骨粗しょう症予防のための栄養指導や運動の講座

～聴く力を意識し、耳のフレイルを予防しましょう～
ヒアリングフレイル教室の参加者を下記のとおり募集します
内容：ヒアリングフレイルについての講話や音楽を用いた
　　　レクリエーション講座

～「もの忘れ」に不安を抱えていませんか？～
「もの忘れチェック」を活用した相談会を実施します
内容：タブレットを使用した「もの忘れチェック」、握力計と口腔機能測定器を使用した「フレイルチェック」
☆健幸保健課の実施する「体脂肪率・筋肉量測定会（広報いいづか2月号にて案内予定）」と同時開催☆

骨粗しょう症予防で
フレイル対策♪

聴こえる体で
フレイル対策♪

3分程度で気軽に
チェックできます♪

申込み・問合せ先：高齢者支援課高齢者支援係　☎0948-22-5506（直通）FAX0948-25-6214

　　　　　　会場
鎮西交流センター
イイヅカコミュニティセンター
穂波福祉総合センター
二瀬交流センター
頴田交流センター
鯰田交流センター

2/4火
2/5水
2/6木
2/7金
2/7金
2/10月

2/18火
2/12水
2/13木
2/14金
2/14金
2/17月

2/25火
2/19水
2/20木
2/28金
2/21金
3/3月

3/11火
2/26水
2/27木
3/7金
3/7金
3/10月

3/18火
3/5水
3/6木
3/14金
3/14金
3/17月

時間
10時～11時半
14時～15時半
10時～11時半
10時～11時半
14時～15時半
14時～15時半

回数

5回

　　　　　会場
筑穂保健福祉総合センター
ゆめホール（ゆめタウン内）　
庄内交流センター
穂波交流センター

日付

会場
時間

2/20
木

菰田

2/21
金

二瀬

2/28
金

鯰田

3/3
月

頴田

3/6
木

幸袋

3/10
月

筑穂

3/13
木

飯塚片島

3/14
金

庄内

3/17
月

立岩

3/21
金

穂波

3/24
月

飯塚東

3/27
木

鎮西

開催日
2/6木　14時～15時半
2/10月　10時～11時半
2/21金　10時～11時半
2/25火 　14時～15時半

3/13木　14時～15時半
3/10月　10時～11時半
3/12水　10時～11時半
3/4火　10時～11時半

回数

2回

飯塚市に住民登録がある人
（送迎はありません）
各教室25人程度
1月9日木～20日月（先着順ではありません）

対 象 者

定 員
申 込 期 間

開催時期

午前の部（9：30～11：45）　午後の部（13：00～16：00）
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避難行動要支援者名簿及び避難支援個別計画更新に伴う
実態調査を行います！！

災害時に避難支援が必要な人や日頃から見守り活動が必要な人を把握するため、
市において定める要件に該当する方を対象に、市から調査を行います。

調査方法
調査時期

調査対象者

訪問調査 (民生委員による訪問調査 )
令和7年2月～3月末日 (順次訪問 )
既に避難行動要支援者名簿に掲載されている方

問合せ　 ☎0948-22-5500　高齢者支援課（内線：1143）
　　　　　　　　　　　　　　社会・障がい者福祉課（内線：1154）

※民生委員は非常勤の特別職地方公務員として守秘義務があり、調査に
関する行政情報は厳格に管理されます。
※避難行動要支援者名簿（新規対象者）および避難支援個別計画（新規対
象者・更新対象者）の調査については、令和6年12月中旬頃より対象者
へ調査票を送付し、郵送調査を行っております。

【避難行動要支援者名簿とは】
市町村に対し、要配慮者のうち、災害発生時の避難等に特に支援を要する方の名簿の作成が義務付けら
れたものです。民生委員の調査結果を基に名簿の整備を行い民生委員や自治会長等の避難支援関係者と
情報を共有し、各地域における平常時の見守り活動や災害時の安否確認に活用します。

第24回筑前飯塚・地産大豆de節分まつり
楽しい催し物をたくさん用意しています。お誘い合わせの上、是非ご来場ください。
■と　き　　令和 7 年 2 月 2 日日　10 時～ 13 時
■ところ　　飯塚市役所本庁　庁舎前駐車場
◆主　催　　筑前飯塚・地産大豆 de 節分まつり実行委員会
■プログラム（予定）

11 歳以上の巳 ( み・へび ) 年生まれの市内居住者
年男 10 人・年女 10 人（申込多数の場合は抽選）
1 月 17 日金　 17 時 15 分まで※期日・時間厳守
農業委員会事務局 0948-22-5522（直通）
nou-i@city.iizuka.lg.jp（希望者の住所・氏名・電話番号・生年月日を明記してください。）

10 時～ 13 時

12 時 30 分～

●ふれあい市（地元新鮮農産物、ご汁、わた菓子などの販売）
●催し物（キッズダンス・バルーンアートほか）
●式典
●豆まき
●福引抽選会（第 1 部・第 2 部）
※農産物などの景品を多数用意しています。
もちまき（福もち）
※第 2 部の福引抽選会終了後に行います。
　開始が早まる場合もあります。

対 象
募 集 人 員
申 込 期 限
申 込 み・問 合 せ
メ ー ル

豆のまき手
募集 !!
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公営企業の決算報告

給　水　人　口　と　給　水　量

１．水道事業

２．工業用水道事業

　令和５年度の収益的収入は26億6,776万円となり、このうち水道料金は23億3,056万円で収益全体の約87.4％となって
います。また、収益的支出は24億6,108万円で、2億668万円の当年度純利益を計上しました。
　資本的事業としては、老朽化した水道管の布設替、施設の改善など各施設の整備拡充に努めました。

　令和５年度実績は、後牟田・潤野・津島工業団地内の5社および飯塚市（健康の森公園多目的広場）の計6社に対し年間
総給水量77,994㎥となりました。
　収益的収入は5,495万円となり、その主なものは一般会計補助金3,784万円、給水収益416万円となっています。また、
収益的支出は5,001万円で、494万円の当年度純利益を計上しました。

給水人口（人）
120,855

年間有収水量（㎥）
12,142,058

１人１日平均給水量（ℓ）
274

収　　　　益費　　　　用

損　益　計　算　書
(令和5年4月1日～令和6年3月31日）

収　　　　益費　　　　用

損　益　計　算　書
(令和5年4月1日～令和6年3月31日）

営業費用
　原水及び浄水費
　配水及び給水費
　受託工事費
　業務費
　総係費
　減価償却費
　資産減耗費
営業外費用
　支払利息
　久保白ダム管理費
　負担金
　雑支出

特別損失
合　　計
当年度純利益

営業費用
　原水及び浄水費
　総係費
　減価償却費
営業外費用

合　　計
当年度純利益

4,999万円
1,275万円
1,013万円
2,711万円

2万円

5,001万円
494万円

営業収益
　給水収益

営業外収益
　他会計補助金
　長期前受金戻入

合　　計

416万円
416万円

5,079万円
3,784万円
1,295万円

5,495万円

負　　　　債

資　　　　本

資　　　　産

貸　借　対　照　表
 (令和6年3月31日）

固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
流動資産
　現金預金
　未収金

資産合計

 2億9,801万円
 2億2,826万円

6,975万円
7,436万円
7,358万円

78万円

 3億7,237万円

流動負債
　未払金
　引当金
繰延収益
　長期前受金

資本金
　自己資本金
剰余金
　利益剰余金
負債・資本合計

572万円
440万円
132万円

 1億7,889万円
 1億7,889万円

7,260万円
7,260万円

 1億1,516万円
 1億1,516万円
 3億7,237万円

 23億1,825万円
 8億4,513万円
 1億9,842万円

1億940万円
5,687万円
9,015万円

10億320万円
1,508万円

 1億4,219万円
 1億1,515万円

778万円
852万円

1,074万円

64万円
 24億6,108万円

2億668万円

営業収益
　給水収益
　受託工事収益
　その他の営業収益

営業外収益
　受取利息
　他会計補助金
　負担金
　長期前受金戻入
　雑収益
特別利益
合　　計

 24億8,324万円
 23億3,056万円

1億813万円
4,455万円

 1億8,417万円
2万円

495万円
824万円

 1億6,592万円
504万円
35万円

 26億6,776万円

負　 　　　債資　  　　　産

資　 　　　本

貸　借　対　照　表
 (令和6年3月31日）

固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
流動資産
　現金預金
　未収金
　有価証券
　貯蔵品
　前払金
　つり銭準備金

資産合計 

 240億6,223万円
239億2,981万円

 1億3,242万円
 31億3,282万円
 29億2,151万円
 1億8,736万円

100万円
305万円

1,989万円
1万円

271億9,505万円

固定負債
　企業債
　預り金
流動負債
　企業債
　未払金
　預り金
　引当金
繰延収益
　長期前受金

資本金
　自己資本金
剰余金
　資本剰余金
　利益剰余金
負債・資本合計

  84億7,815万円
 78億5,005万円
 6億2,810万円

 11億9,284万円
5億965万円
6億679万円

5,927万円
1,713万円

 33億4,252万円
 33億4,252万円

128億9,398万円
128億9,398万円
 12億8,756万円
 5億3,152万円
 7億5,604万円

271億9,505万円
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３．下水道事業
　令和５年度の収益的収入は20億6,778万円となり、このうち下水道使用料は9億4,501万円で収益全体の約45.7％となっ
ています。また、収益的支出は17億9,612万円で、2億7,166万円の当年度純利益を計上しました。
　施設の整備では、下水道管の布設工事、雨水・浸水対策事業、ポンプ場及び幹線管渠の老朽化に伴う改良事業を行いま
した。

４．病院事業
　飯塚市立病院は、公益社団法人地域医療振興協会を指定管理者とし、内科、脳神経内科、小児科、外科、整形外科、
脳神経外科、呼吸器外科、乳腺外科、泌尿器科、眼科、耳鼻いんこう科、皮膚科、リハビリテーション科、放射線科、救急科、
麻酔科の計16科、一般病床数250床にて運営しています。
　飯塚市立病院事業の令和５年度実績としては、収益的収入は5億465万円となり、その主なものはその他医業収益2億
3,394万円となっています。また、収益的支出は4億9,527万円で、当年度純利益は938万円となりました。
※この決算は「飯塚市立病院事業会計」の決算であり、「飯塚市立病院」独自の決算とは異なります。

水　洗　化　人　口　と　処　理　水　量
水洗化人口（人）

53,194 
年間有収水量（㎥）

4,853,973 
１人１日平均処理水量（ℓ）

408

収　　　　益費　　　　用

損　益　計　算　書
(令和5年4月1日～令和6年3月31日）

医業費用
医業外費用
合　　計
当年度純利益

 4億4,162万円
5,365万円

 4億9,527万円
938万円

医業収益
医業外収益
合　　計

 2億3,394万円
 2億7,071万円

5億465万円

負　　　　債

資　　　　本

資　　　　産

貸　借　対　照　表
 (令和6年3月31日）

固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
流動資産
　現金預金
　未収金

資産合計

  32億7,298万円
 32億7,273万円

25万円
1,678万円
1,511万円

167万円

 32億8,976万円

固定負債
　企業債
流動負債
　企業債
　未払金
　引当金
繰延収益
　長期前受金

資本金
　自己資本金
剰余金
　資本剰余金
　欠損金
負債・資本合計

 24億8,504万円
 24億8,504万円
 2億3,424万円
 2億2,353万円

976万円
95万円

3,908万円
3,908万円

 12億7,722万円
 12億7,722万円

 △7億4,582万円
 1億4,786万円

 △8億9,368万円
 32億8,976万円

収　　　　益費　　　　用

損　益　計　算　書
(令和5年4月1日～令和6年3月31日）

営業費用
　管渠費
　ポンプ場費
　処理場費
　普及指導費
　業務費
　総係費
　減価償却費
　資産減耗費
営業外費用
　支払利息
　雑支出

特別損失
合　　計
当年度純利益

  16億2,207万円
5,978万円
7,655万円

 2億3,350万円
1,575万円
3,110万円
5,888万円

 11億4,479万円
172万円

 1億7,393万円
 1億5,826万円

1,567万円

12万円
 17億9,612万円
 2億7,166万円

営業収益
　下水道使用料
　他会計負担金
　その他の営業収益

営業外収益
　受取利息
　他会計補助金
　長期前受金戻入
　雑収益
特別利益
合　　計

 11億9,937万円
 9億4,501万円
 2億3,171万円

2,265万円

 8億1,210万円
1万円

 2億1,606万円
 5億9,575万円

28万円
5,631万円

 20億6,778万円

負　 　　　債資　  　　　産

資　 　　　本

貸　借　対　照　表
 (令和6年3月31日）

固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
流動資産
　現金預金
　未収金

資産合計

 297億7,710万円
291億9,901万円

 5億7,809万円
 25億7,585万円
 20億1,886万円
 5億5,699万円

323億5,295万円

固定負債
　企業債
流動負債
　企業債
　未払金
　預り金
　引当金
繰延収益
　長期前受金

資本金
　自己資本金
剰余金
　資本剰余金
　利益剰余金
負債・資本合計

  102億2,470万円
102億2,470万円
 19億7,867万円
 6億6,308万円
13億204万円

240万円
1,115万円

137億7,195万円
137億7,195万円

 52億2,835万円
 52億2,835万円
 11億4,928万円
 5億2,762万円
 6億2,166万円

323億5,295万円
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飯塚市の給与・定員管理等について
１．総括
　（１）人件費の状況（普通会計決算）

２．職員の平均給与月額、初任給等の状況
　（１）職員の平均年齢、平均給料月額の状況（令和６年４月１日現在）
　①　一般行政職

３．一般行政職の級別職員数等の状況
　（令和６年４月１日現在）

（注）　飯塚市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　②　技能労務職

　（２）職員の初任給の状況（令和６年４月１日現在）

　（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和６年４月１日現在）

区分

令和 5 年度

住民基本台帳人口  
（令和 6 年 1 月 1 日）

人
124,962

歳出額    

千円
88,472,792

実質収支  

千円
2,056,239

人件費　 

千円
8,300,641

人件費率　　
( 人件費／歳出額 )

％
9.38

　（２）職員給与費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

(注）　１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　職員数は令和５年４月１日現在の人数です。

(注）「平均給料月額」とは、令和６年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。

区分

令和 5 年度

職員数
（人）
839

給　料   
3,007,833

職員手当 
517,566

期末・勤勉手当  
1,192,509

計
4,717,908

1 人当り給与費
( 給与費計／職員数 )

5,623

給　与　費

区　分
飯塚市

区　分
飯塚市

平均年齢
57 歳 3 月

平均給料月額
323,519 円

飯塚市
初任給

196,200 円
170,900 円
164,000 円

　　　 区　　分

一般行政職

         技能労務職

             区分

一般行政職

技能労務職

区分
１級
２級
３級
４級
５級
６級
７級

標準的な組織上の職名
主事補
主事
主任

係長　主査　困難な業務を処理する主任
課長補佐

課長
部長　部次長

職員数
78
54
172
245
54
60
15

構成比
11.5％
8.0％
25.4％
36.1％
8.0％
8.8％
2.2％

前年の構成比
11.4％
7.2％
24.4％
37.9％
8.1％
8.8％
2.3％

大学卒
高校卒

平均年齢
42 歳 2 月

平均給料月額
321,045 円

大学卒
高校卒
高校卒

経験年数        
10 年以上 15 年未満 

282,167 円
260,790 円

－円

経験年数        
15 年以上 20 年未満 

330,483 円
301,687 円

－円

経験年数         
20 年以上 25 年未満 

365,976 円
325,388 円

－円
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４．職員の手当の状況
　（１）期末手当・勤勉手当（令和６年４月１日現在）

　（２）退職手当（令和６年４月１日現在）

　（３）特殊勤務手当（令和６年４月１日現在）

　（４）その他の手当（令和６年４月１日）

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

飯塚市（国も同割合）

飯塚市（国も同月分）
（支給率）
勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

　　　 手当の名称
行旅病人取扱手当
行旅死亡人取扱手当
汚物処理手当
生活保護法の現業事務手当
火葬作業手当

教員特殊勤務手当

手当名

扶養手当

通勤手当

住居手当

管理職手当

　　　　　　　　　内容及び支給単価
配偶者
子
配偶者のない職員の扶養親族 1 人
その他の扶養親族
16 歳から 22 歳までの子 1 人
交通機関利用者支給限度額（1 ヶ月当り）
交通用具使用者支給限度額
借家　支給限度額
部長級
部次長級
課長級
課長補佐級

6,500 円
10,000 円
6,500 円
6,500 円

5,000 円　加算
55,000 円
31,600 円
28,000 円
75,200 円
70,500 円
58,500 円
48,000 円

　　　　　　　主  な  支  給  対  象  業  務
行旅病人の取扱作業
行旅死亡人の取扱作業
じん芥、し尿処理等
生活保護法の規定による指導、調査
死体等の火葬作業
1 号   学校の管理下の非常災害時等の緊急業務
　　　ア 非常災害時における児童若しくは生徒の保護又は
             緊急の防災・復旧の業務
　　　イ 児童又は生徒の負傷、疾病等に伴う救急の業務
　　　ウ 児童又は生徒に対する緊急の補導業務
2 号 修学旅行等の引率・指導業務で宿泊を伴うもの
3 号 対外運動競技等の引率・指導業務で、週休日もしくは
 　　宿泊を伴うもの
4 号 部活動の指導業務

左記職員に対する支給単価
１件当り　　700 円
１件当り　2,000 円

月当り　3,000 円
月当り　3,500 円
月当り　3,800 円

　

1 号ア       日額　8,000 円
1 号イ・ウ 日額　7,500 円
2 号・3 号 日額　5,100 円
4 号          日額　2,700 円

自己都合    
19.6695 月分
28.0395 月分
39.7575 月分
47.709 月分

勧奨・定年   
24.586875 月
33.270750 月

47.709 月
47.709 月

期末手当
2.45 月分

（1.375）月分
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置　
・役職加算 5 ～ 15％　・管理職計算なし

勤勉手当
2.05 月分

（0.975）月分
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５．特別職の報酬等の状況（給料月額等）

６．職員数の状況
　（１）年齢別職員構成の状況（令和６年４月１日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

　（２）部門別職員数の状況

（注）１　年齢は各年度末での到達年齢です。
　　２　（　）内は女性数で内数です。

区　　分 令和 6年 4月 1日現在

給
料

報
酬

期
末
手
当

令和
5年度
令和
6年度

20歳
未満
4
(4)
1
(0)

議　　　会
総務・企画
税　　　務
労　　　働
農　　　水
商　　　工
土　　　木
民　　　生
環境・衛生
小　　　計
教　　　育
消　　　防
小　　　計
病　　　院
水　　　道
下　水　道
交　　　通
そ　の　他
小　　　計

令和５年度
（令和５年４月１日現在）

令和６年度
（令和６年４月１日現在）

対前年
増減数

20～
23
28
(14)
26
(16)

24 ～
27
72
(36)
87
(40)

28 ～
31
81
(46)
81
(42)

32 ～
35
99
(46)
101
(47)

36 ～
39
92
(44)
103
(47)

40 ～
43
39
(19)
45
(23)

44 ～
47
67
(22)
64
(22)

48 ～
51
160
(76)
117
(51)

52 ～
55
126
(45)
150
(64)

56 ～
59
94
(24)
102
(26)

60 歳
以上
31
(6)
39
(11)

計

893
(382)
916
(389)

市長
副市長
教育長
企業管理者
議長
副議長
議員
市長
副市長
教育長
企業管理者
議長
副議長
議員

982,000 円
800,000 円
701,000 円
690,000 円
576,000 円
496,000 円
460,000 円

6月期　　　　1.40 月
12月期　　　　1.55 月

計　　　　　2.95 月
6月期　　　　1.40 月
12月期　　　　1.55 月
計　　　　　2.95 月

職　員　数（人）

合　　　計

（２）
（８７）
（１８）
（１）
（４）
（４）

（１２）
（１５４）
（２２）

（３０４）
（３６）
（０）

（３６）
（１）
（４）
（３）
（０）

（３４）
（４２）

（３８２）

８
２１０
３９
２

３７
２４
９３

２２２
８０

７１５
７３
０

７３
１

２５
１６
０

６３
１０５
８９３

（２）
（８０）
（２０）
（１）
（４）
（４）

（１２）
（１４８）
（２７）

（２９８）
（４３）
（０）

（４３）
（１）
（３）
（４）
（０）

（４０）
（４８）

（３８９）

８
２１４
３９
２

３８
２６
９５

２２４
８２

７２８
７９
０

７９
１

２４
１７
０

６７
１０９
９１６

（０）
（△７）
（＋２）
（０）
（０）
（０）
（０）

（△６）
（＋５）
（△６）
（＋７）
（０）

（＋７）
（０）

（△１）
（＋１）
（０）

（＋６）
（＋６）
（＋７）

０
＋４
０
０

＋１
＋２
＋２
＋２
＋２

＋１３
＋６
０

＋６
０

△１
＋１
０

＋４
＋４

＋２３

一
般
行
政
部
門

特
別

行
政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

（注）　１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　　２　（　）内は女性数で内数です。
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７．職員の分限及び懲戒処分の状況
　（１）分限処分者数（令和５年度）　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：人）

８．職員の服務上の義務
　（令和５年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

９．公平委員会からの勧告に基づく勤務条件等の是正措置（令和５年度）

１０．退職者の再就職先状況
　令和４年度退職者（令和６年４月1日現在）

　（２）懲戒処分者数（令和５年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人）

（注）令和４年度末退職者の実績です。

（注）令和５年度末退職者の実績です。

区分
勤務成績の不良
心身の故障
適格性の欠如
廃職過員
刑事事件に因る起訴
欠格条項該当

降任
０
０
０
０
０
０

免職
０
０
０
０
０
０

休職
０

１５
０
０
０
０

降給
０
０
０
０
０
０

合計
０

１５
０
０
０
０

失職
０
０
０
０
０
０

区分
法令違反
職務上の義務違反又は職務怠慢
非行行為

　　　　　区分
法令等及び上司の職務上の
命令に従う義務

信用失墜行為の禁止

秘密を守る義務

職務に専念する義務

政治的行為の制限

争議行為等の禁止

営利事業等の従事制限

　　　　　　　　　　　　　　　内容

職員は法令に従い、かつ、上司の職務命令に従わなければならない

職員は職の信用を傷つけ、又は職の不名誉になるような行為をして
はならない

職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない

職員は勤務時間中、職務に注意力のすべてを用い、職務にのみ専念
しなければならない

職員は政治活動をしてはならない

職員はストライキ等をしてはならない

職員は営利を目的とする私企業を営み、又は報酬を得ていかなる事業
にも従事してはならない

違反者数

０

３

０

０

０

０

０

免職
０
１
０

停職
１
０
０

減給
０
１
０

戒告
０
１
０

合計
１
３
０

訓告
０
１
１

区　　分
勤務条件

不利益処分

退職時の職位

部長級
部次長級
課長級

計

退職者数

４
０
５
９

再就職者数

４
０
４
８

内訳
外郭団体

０
０
０
０

その他団体等
１
０
１
２

再任用等
３
０
３
６

退職時の職位

部長級
部次長級
課長級

計

退職者数

０
１
１
２

再就職者数

０
１
０
１

内訳
外郭団体

０
０
０
０

その他団体等
0
0
0
0

再任用等
０
１
０
１

件　　数
０
０

内　　容
―
―

　令和5年度退職者（令和6年4月1日現在）
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ちょっと役立つお知らせ : このページを抜き取ると子育てに関する情報を持ち歩きできるようになりました

こどもの虐待防止講演会

日時／
会場

令和7年１月３１日金
のがみプレジデントホテル4階

「アタッチメントの理解と支援
  ～虐待、ネグレクトを受けたこどもたちを中心として～」

山梨県立大学大学院
人間福祉学研究科

●受付17:30～
●講演18:30～20:30

養育費の確保をサポートします！

主催：飯塚市･飯塚病院 小児虐待防止委員会
＊お問合せ：飯塚市こども家庭課 Tel：0948-22-5500（内線 1125）

養育費を確実に受け取るためには、
●父母の間で「強制力のある書面（公正証書など）」を取り交わしておくこと、
●未払いが発生した時のために、立替払いなどを受けることができる保証契約を保証会社と締結することが有効です。
飯塚市では、養育費に関する取決めを促すとともに、養育費の継続した履行確保を図るため、以下の費用について補
助金を交付し、ひとり親の方を支援しています。

養育費保証契約の締結
※養育費保証契約・・・養育費の未払いが発生した場合に、

保証会社が立替、督促することを内容とする契約。

養育費保証契約が対象となります。
（対象経費）
保証会社と養育費保証契約を締結する際に必要な経費のう
ち、保証料として本人が負担する費用（補助額）
上記保証料と50,000円を比較して少ない方の額
※１人１回限り

公正証書などの作成
※公正証書など…強制執行認諾約款付公正証書、調停証書、

審判書、判決書、和解調書等、債務名義として効力を有するもの。

申請年度の４月１日以降に作成した公正証書などが対象と
なります。
（対象経費）
公証人手数料、収入印紙代、戸籍謄本など添付書類の取得
費用、郵便切手代
（補助額）
対象経費の全額（上限43,000円）
※１人１回限り

申請窓口
飯塚市役所

こども家庭課こども家庭相談係

所在地・電話番号
〒820-8501 飯塚市新立岩 5番 5号
☎0948-22-5500（内線 1125）

【申請窓口】

（〒820-0004 福岡県飯塚市新立岩 12番 37号）

西澤哲　特任教授
に し ざ わ さ と る

参加費無料
どなたでも

参加できます♪
託児・手話通訳

有り
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　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

子
育
て

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

お
子
さ
ま
の
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

　
入
園
・
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
お
子
さ
ま
の
予
防

接
種
の
受
け
忘
れ
が
な
い
か
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
予
防
接
種
の
受
け
方
◆

①
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

　
か
親
子
（
母
子
）
健
康
手
帳
な
ど

　
で
確
認
す
る
。

②
済
ん
で
い
な
い
予
防
接
種
が
あ
る
場

　
合
、
実
施
医
療
機
関
に
予
約
す
る
。

③
当
日
は
お
子
さ
ま
の
体
調
を
確
認

　
し
、接
種
履
歴
が
わ
か
る
も
の （
親

　
子
（
母
子
）
健
康
手
帳
等
） 

、
本

　
人
確
認
で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
カ
ー
ド
や
資
格
確
認
書
（
被

　
保
険
者
証
等
）
を
持
参
し
、
予
防

　
接
種
を
受
け
る
。

料
無
料
（
対
象
年
齢
の
場
合
）

※

対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
有
料

問
健
幸
保
健
課
　
感
染
症
対
策
室

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
６
１
５
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

令
和
７
年
度
児
童
ク
ラ
ブ

入
所
受
付
を
始
め
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

対
放
課
後
に
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
家

　
庭
に
い
な
い
小
学
校
１
〜
６
年
生

料
月
額
４
０
０
０
円

　（
別
途
保
護
者
会
費
、
お
や
つ
代
な

　
ど
有
）

※

利
用
料
減
免
は
別
途
申
請
が
必
要

持
入
所
申
請
書
、
就
労
証
明
書
な
ど

期
１
月
９
日
木
〜
１
月
31
日
金

申
各
児
童
ク
ラ
ブ
、
市
役
所
本
庁
学

　
校
教
育
課
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

問
学
校
教
育
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
３
）　

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

育
児
相
談

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

対
市
内
在
住
の
就
学
前
の
お
子
様

時
1
月
31
日
金
　
13
時
半
〜
15
時

所
ゆ
め
ホ
ー
ル
（
ゆ
め
タ
ウ
ン
飯
塚
）

内
保
健
師
、
助
産
師
、
栄
養
士
に
よ

　
る
育
児
に
関
す
る
個
別
相
談
、
身

　
長
・
体
重
測
定
、
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
の
紹
介
、
図
書
館
ス
タ
ッ

　
フ
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

持
親
子
（
母
子
）
健
康
手
帳
、
バ
ス

　
タ
オ
ル
（
体
重
測
定
希
望
者
の
み
）

問
こ
ど
も
家
庭
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
３
０
５

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
９
５
０
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

離
乳
食
教
室
、

個
別
相
談

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

【
個
別
相
談
】

時
1
月
24
日
金
　
10
時
〜
正
午

※

30
分
間
隔
で
予
約
受
付

内
30
分
程
度
、
状
況
に
合
わ
せ
て
調

　
理
実
習
、
試
食

定
５
組

【
は
じ
め
て
講
座
】

時
1
月
24
日
金
　
13
時
〜
14
時

内
離
乳
食
の
始
め
方
や
進
み
方
に
つ

　
い
て
の
講
話
、調
理
実
習
（
初
期
）、

　
試
食
（
保
護
者
）

定
６
組

【
も
ぐ
も
ぐ
講
座
】

時
1
月
24
日
金
　
14
時
半
〜
15
時
半

内
月
齢
に
合
っ
た
離
乳
食
の
進
め
方

　
に
つ
い
て
の
講
話
、調
理
実
習
（
中

　
期
〜
後
期
）、
試
食

定
12
組

託
有
り

【
共
通
事
項
】

対
乳
児
の
保
護
者
（
飯
塚
市
民
）

所
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

持
親
子
（
母
子
）
健
康
手
帳
、
筆
記

　
用
具

※

も
ぐ
も
ぐ
講
座
の
み
エ
プ
ロ
ン
と

　
三
角
巾

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た
は
電
話

期
1
月
21
日
火

問
こ
ど
も
家
庭
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
３
０
５

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
９
５
０
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

福
岡
県
立
直
方
特
別
支
援

学
校
乳
幼
児
教
育
相
談
の

ご
案
内

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

　
お
子
様
の
聞
こ
え
や
言
葉
の
育
ち
に

関
し
て
、
不
安
を
お
も
ち
の
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
令
和

７
年
度
の
幼
稚
部
（
聴
覚
障
が
い
教
育

部
門
）
入
学
者
も
募
集
中
で
す
。

対
０
〜
５
歳
の
聞
こ
え
な
い
・
聞
こ

　
え
に
く
い
乳
幼
児
、
ま
た
は
聞
こ

　
え
や
言
葉
の
育
ち
に
不
安
が
あ
る

　
保
護
者

時
平
日 （
1
回
60
〜
80
分
）※

要
予
約

①
10
時
45
分
〜
正
午

②
13
時
〜
14
時
20
分

③
15
時
半
〜
16
時
半

問
福
岡
県
立
直
方
特
別
支
援
学
校
聴

　
覚
障
が
い
教
育
部
門
乳
幼
児
教
育

　
相
談
担
当

（
☎
０
９
４
９
・
24
・
５
５
７
０

　
FAX
０
９
４
９
・
24
・
５
５
０
８

叞info@
nogata-ss.fku.ed.jp

）

育
児
相
談

対
市
内
在
住
の
就
学
前
の
お
子
様

時
８
月
30
日
金
13
時
半
〜
15
時

所
ゆ
め
ホ
ー
ル
（
ゆ
め
タ
ウ
ン
飯
塚
）

内
保
健
師
、
助
産
師
、
栄
養
士
に
よ

　
る
育
児
に
関
す
る
個
別
相
談
、
身

　
長
・
体
重
測
定
、
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
の
紹
介
、
図
書
館
ス
タ
ッ

　
フ
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

持
親
子
（
母
子
）
健
康
手
帳
、
バ
ス

　
タ
オ
ル
（
体
重
測
定
希
望
者
の
み
）

問
こ
ど
も
家
庭
課

 （
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
３
０
５

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
９
５
０
８
）

離
乳
食
教
室
、
個
別
相
談

【
個
別
相
談
】

時
８
月
９
日
金
10
時
〜
正
午

※

30
分
間
隔
で
予
約
受
付

内
30
分
程
度
、
状
況
に
合
わ
せ
て
調

　
理
実
習
、
試
食

定
５
組

子育てに関する悩み相談やサービスの情報提供など行っています。
楽しいイベントも開催していますので、お気軽にお越しください♪

　　　施　設　名
街なか子育てひろば
筑穂子育て支援センター
庄内子育て支援センター　
頴田子育て支援センター　
穂波子育て支援センター　

　　　　　　　　住　　　所
本町 11-10( よかもん通り )                  
長尾 1242 番地の 1( 筑穂支所 3 階 ) 
綱分 791-4( 庄内図書館横 )
勢田 1101 番地 ( 頴田高齢者福祉センター内）
秋松 408( 穂波交流センター 2 階 )

TEL&FAX
☎0948-22-3809
☎0948-72-2970
☎0948-82-0089
☎0948-92-0333
☎0948-21-0066

詳細はＨＰにて
ご確認ください

子育て関連施設のご紹介
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健幸づくり
け 　 ん 　 　 こ 　 う

健幸／個々人が健康かつ生きがいを持ち、安心して豊かな生活を営むこと。
　　　飯塚市は健幸都市をめざしています。

 健康相談
●と　き／1月15日水　13時半～15時　
●ところ／飯塚市役所本庁2階多目的ホール
●内　容／血圧測定、血管年齢測定、
　　　　　保健師による健康相談（※予約不要）

 和食文化講習会
〓飯塚市食生活改善推進会協働事業〓
　ユネスコ無形文化遺産に登録された「和食」
伝統的な日本の食文化にふれ、調理体験しませんか
●と　き／2月12日水　14時～15時半
●ところ／穂波交流センター
●内　容／巻きずし　
●参加費／300円　　　●定　員／12名　　　　　　　
●持参品／エプロン・三角巾・手ふき
●申込開始／1月22日水　　

 元気食教室
〓飯塚市食生活改善推進会主催事業〓
　認知症は加齢に伴い、誰にでも発症する可能性がある症
状ですが、食事や運動、社会参加（人とのつながり）など
により予防できると言われています。日常生活を見直し、
認知機能低下の予防に取り組みましょう。
●と　き／2月3日月　10時～13時
●ところ／飯塚片島交流センター
●内　容／認知症予防の食事　　　
●参加費／500円　　　●定　員／12名　　　　　　　
●持参品／エプロン・三角巾・手ふき
●申込期限／1月27日月

 ノロウイルスに気をつけましょう！
ノロウイルスとは、冬季を中心に発生する感染性胃腸炎の原因となるウイルスです。
感染力が非常に強く、ごく少量のウイルスでも口から体内に入ることで感染します。特に乳幼児や高齢者は、症状が重く
なることがあります。
◆感染を防ぐためにはどうすればいいの？
予防の基本は手洗い、まずはしっかりと手を洗うことを習慣づけましょう。
二枚貝・生魚・生肉類を扱った後、生で食べる食品の調理・盛り付けの前、
トイレに行った後、外出から戻った後などはしっかりと手を洗いましょう。
ノロウイルス予防と対策については、市の公式 HPに詳しく掲載しています。

 子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券について
令和6年6月に無料クーポン券を郵送しています。
クーポン券の有効期限は、令和7年2月28日までです。
●対象者／令和6年度に以下の年齢になる人
　　　　　子宮頸がん…21歳
　　　　　　（平成15年4月2日～平成16年4月1日生まれ）
　　　　　乳がん…41歳
　　　　　　（昭和58年4月2日～昭和59年4月1日生まれ）
　　　　　※クーポン券を紛失した人や6月以降に転入さ
　　　　　　れた人は、クーポン券を郵送しますので、健
　　　　　　幸保健課までお問合せください。
●受診方法／飯塚市の集団検診や指定の医療機関で無料で
　　　　　　受診できます。

 歯周病検診無料受診券について
　令和6年度4月に無料受診券を郵送しています。　
　受診券の有効期限は、令和7年3月31日までです。
●対象者／令和6年度に以下の年齢になる人
　　　　　40歳 (昭和59年4月2日～昭和60年4月1日生まれ )
　　　　　50歳 (昭和49年4月2日～昭和50年4月1日生まれ )
　　　　　60歳 (昭和39年4月2日～昭和40年4月1日生まれ )
　　　　　70歳 (昭和29年4月2日～昭和30年4月1日生まれ )
　　　　　※受診券を紛失された人や4月以降に転入され
　　　　　　た人は、受診券を郵送しますので、健幸保健
　　　　　　 課までお問合せください。
●受診方法／飯塚市歯周病検診実施歯科医院で事前に予約
　　　　　　をしてから受診してください。（受診できる
　　　　　　歯科医院は、受診券と一緒に郵送しています）

※相談・教室等に参加される人は、マスク着用の上、お越しください。また、当日体調の悪い人は、参加をお見合わせください。
※定員のあるものに関しては、定員になり次第締切となります。

【申込み・問合せ先】
 健康相談 ・ 教室 ・ がん検診 等
健幸保健課　健康づくり係　忠隈 523 番地
☎0948-96-8613　
FAX：0948-25-8994
 

歯周病は放っておくと怖い病気です。
将来の歯の健康のために、定期的に歯周病検診を
受けましょう。



【飯塚市立病院よりお願い】
※初診の方は、かかりつけ医より紹介状を持参していただくようお願いします。
※マイナンバーカードの保険証利用には、さまざまなメリットがありますので、是非一度ご利用下さい。

医 療  あ れ こ れ
テーマ：～腸内環境を整え免疫力 UP を！～

　冬の寒い季節はインフルエンザや風邪などの感染症が心
配です。その予防には、自分自身の免疫力を下げない工夫を
取り入れ、感染症に負けない体を作ることが大切です。
　免疫とは、「疫（やまい）を免（まぬが）れる」仕組みのこと
です。
　免疫力アップの方法はいくつかありますが、押えておきた
いのが腸内環境！免疫細胞の約７割は腸に生息しているとい
われています。腸内には様々な菌が生息しており、主に善玉
菌、悪玉菌、日和見菌の３種類に分けられます。

●善玉菌：腸内を酸性に保つ役割を
　持つ
●悪玉菌：毒性物質を作りだすが、
　排泄を助ける役割を持つ
●日和見菌：善玉菌と悪玉菌の多い
　ほうの味方をする役割を持つ
　理想的なバランスは２：１：７が黄
金比と言われ、維持していくため善玉
菌が増えやすい食べ物を日常的に摂
取しておくことが重要です。

　善玉菌の好きな食品は、魚、大豆製品、野菜、海藻類、
果物、きのこ類、ヨーグルトなどの乳酸菌を含む食品など
です。
　また、近年腸内環境を整える“短鎖脂肪酸”が注目され
ています。
　“短鎖脂肪酸”は、食物繊維やオリゴ糖などの大腸で
消化しにくい炭水化物を摂取したとき、腸内で善玉菌に
よって分解される際に生み出されます。
　つまり善玉菌や、その善玉菌のエサとなる食物繊維を摂
取することで、自分の体の中で短鎖脂肪酸を作り出すこと
が出来るのです。
　これらの食品は、高血圧、糖尿病、脂質異常症や肥満予
防など生活習慣病改善にも繋がり、病気の発症から重症
化を防ぐ役割もあって、まさに免疫力をつける食品です。
　食事以外には、睡眠を十分に取り、体力をつけストレス
を溜めないことも大切です。
　免疫力アップのために、少しずつ腸に良い食生活を取り
入れていきましょう！

飯塚市立病院 
栄養管理室　　
管理栄養士　

西田　彩華
にしだ　     さいか
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集団検診（健診）のお知らせ

検診当日の受付開始時間
がん検診は 8時 30 分（穂波福祉総合センターは 9時）からの受付になります。
1月22日水は15時から子宮頸がん・乳がん検診の受付を開始します。ぜひ女性特有のがん検診の受診をご検討ください。
今年度より、がん検診受付後の案内はがきは送付いたしませんので、検診予約日時をお忘れないようご注意ください。　

申込先

電話

ネット

LINE

予約受付コールセンター（平日8：30～17：15）
電話0948-22-5527　Fax0948-25-8994
右記飯塚市ホームページから予約　

受付時間　24時間（予約受付開始日は8：30～）
右記 QRコードから飯塚市の公式 LINEを友達登録後、

集団検診のご予約をお願いいたします。
①友達登録　②トーク画面の下の予約機能から予約

飯塚市
公式
LINE

飯塚市
HP

※予約枠が定員を満たしている場合はお申込みができない場合があります。

≪検（健）診項目≫　※子宮頸がん・乳がん検診は2年度に1回の受診になります。
●胃がん：40歳以上（900円）　　　　●肺がん：40歳以上（500円）　　　　　　●大腸がん：40歳以上（600円）
●肝炎ウイルス：40歳以上（600円）　●前立腺がん：50歳以上の男性（400円）　●子宮頸がん：20歳以上の女性 (800円 )
●乳がん：40歳以上の女性 (40～49歳：1400円　50歳以上：900円）　　　　　●若年者健診：19歳～39歳（700円）
●特定健診：40～74歳の飯塚市国民健康保険加入者（500円）
日程によっては、すべての検診を実施していない日もありますので、備考欄をご覧ください。

申込期間

申込受付中

                       実施予定会場
穂波交流センター
庄内保健福祉総合センターハーモニー
二瀬交流センター
穂波交流センター
穂波福祉総合センター

                                                              備考

子宮頸がん・乳がんのみ、●午後：受付時間 15 時～ 17 時

若年者健診・特定健診のみ

託児

●

特・若　
●

●
●
●

日程　  
1月19日日
1月22日水
1月25日土
1月30日木
1月31日金

※庄内保健福祉総合センターハーモニー及び穂波福祉総合センターは靴を脱いで検診（健診）を受けていただきます。スリッパ等必要な方はご用意ください。
※表中の「特・若」は特定健診・若年者健診を指します。

※

腸内細菌叢
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冬は暖かい部屋から寒い場所への移動などによる急激な温度変化
によって、血圧が上がりやすくなり、体に負担がかかります。
廊下やトイレ、浴室、脱衣所も暖房するなど、それぞれの部屋の
温度差をなるべく小さくする工夫が大切です。

高血圧は、日本人の生活習慣病による死亡の原因に最も関係しています。令和５年度飯塚市特定健診の結
果によると、受診者の約５割以上の人が血圧の基準値を超えています。高血圧は、生活習慣、遺伝的体質
などが組み合わさって起こると考えられており、特に、気温が低くなる冬場は、血圧が高くなりやすい傾
向にあるとされています。ご自身の日頃の血圧の変動に注意しましょう。

暖かい室内から寒い屋外へ出る際は、急激に血圧が高くなる恐れがあります。
特に早朝は血圧が上がりやすいので、より注意が必要です。
　　　出かける前の身支度、準備運動、水分補給などを忘れずに
　　　途中で体温調節しやすいように、薄手の重ね着をしましょう
　　　帽子、手袋、マフラーやネックウォーマーなどで防寒対策を
　　　積雪や凍結などによる転倒に気を付けて　　　

冬の血圧にご注意ください

冬のウォーキング時の注意点

高血圧とは

高血圧の予防・改善方法
減塩

野菜の摂取

適正体重の維持

運動

●お問合せ　健幸保健課　健幸都市係（☎0948-96-8614）

節酒

禁煙

薄味を心掛け、漬物や練り物など塩分の多い食品を摂りすぎないようにしましょう。

野菜には余分な塩分を体外に出すカリウムや食物繊維が多く含まれているため、
しっかり摂りましょう。
ＢＭＩ18.5～25未満を維持しましょう。

（※BMIは、肥満や低体重を判定する数値です。BMI算定式＝体重 (kg)÷身長 (m)2）

ウォーキングなどの有酸素運動を毎日30分または週180分以上を目標に行いましょう。

男性は日本酒１合、ビール中瓶1本、焼酎半合、ワイン2杯以下のいずれかに抑えま
しょう。女性はその半分に。
喫煙は脳心血管病の発症リスクも増加させ、周囲にも喫煙による悪影響が及びます。
喫煙習慣を見直し、禁煙に努めましょう。

健幸プラザからのお知らせ

【申込方法】 健幸プラザへお電話でお申込みください
  （☎0948-24-2057）

【 日 程 表 】 右の二次元コードから
  ご覧いただけます

健幸プラザの健康運動教室が絶賛開催中です
みんなで楽しく体を動かしましょう！

ヨガ、ダンス、
フィットネスなど
楽しい教室が
いっぱいあるよ♪
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シェイプアップ教室 ＆ シェイプアップ講座
年末年始太り、気になりませんか？
この教室では一人ひとりが太る原因を把握し、普段の生活で実践できる食事と運動の改善ポイントを
わかりやすくアドバイスし、健康づくりにつなげます。

内　容

申　込

定　員

対　象

その他

日程　  
１月２３日木

２月６日木
２月１３日木
２月２７日木

申込記号
A
B
C

日程    
１月１８日土
１月２６日日
　２月７日金

時間

１０：００～１１：４０

会場
ゆめタウン２Ｆゆめホール

立岩交流センター
穂波交流センター

時間

１０：００～１１：４０

会場

庄内交流センター

備考

室内用シューズが
必要です

高精度体組成計による体脂肪率等測定、生活習慣チェック、
運動・栄養・保健指導など

１月６日月　から受付開始（定員になり次第締め切ります）
健幸保健課　健幸都市係　☎0948-96-8614

教室：１０名　講座：各２０名

２０歳以上～６０歳代までの飯塚市民で、医師から運動制限を受けていない方

無料料　金

★体組成測定は裸足で行います。以下の方は測定できませんのでご了承ください。

★タオル、飲み物等をご持参いただき、動きやすい服装でお越しください。
★託児希望の方はお申込み時にお伝えください。（教室のみ）

・心臓ペースメーカーや生命維持用機器をご使用の方
・妊娠中の方、または妊娠の可能性のある方
・手のひら、足の裏に怪我をされている方

＼しっかり結果を出したい方向け／

＼話を聞いて自分で頑張りたい方向け／

教室コース（４回シリーズ）

講座コース（１回完結）

（ ）
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S2I2025
姉妹都市サニーベール市との交流
ホストファミリー募集！

サニーベール市から20名の中高生と5名の引率者が6月に来飯します。6泊7日の飯塚滞在を受け入
れてくださるご家庭を募集します。ご家族で国際交流を経験してみませんか？

●受 け 入 れ 期 間
●募 集 期 間
●募集予定世帯数
●事前・事後研修
●申込み・問合せ

2025年6月20日金～26日木　6泊7日
1月6日月～2月28日金
25世帯
ホストファミリー決定後、事前研修を4回、事後研修を1回予定
飯塚市役所経済部 国際政策課　☎0948-96-8507 （直通）

　サニーベール市から来た女の子 Emilie と過ごした１週間は、麻生家にとって、とて
も刺激的で色んな事を学べた日々だったと感じます。
　飯塚市とアメリカのサニーベール市が姉妹都市でいてくださるお陰で飯塚に居なが
らにして海外の文化を感じながら、自宅にもう 1 人子どもが増え、賑やかで楽しい時
間を過ごす事ができました。
　英語がうまく出ない時でもなぜか通じ合えてしまう子ども達を見ていると、ホーム
ステイの受け入れをして本当に良かったと思いました。子ども達が遊んでいる時、極
論ですが言葉はいらないと思ってしまう程みんな楽しんでいて、通じ合っていて。
　こんな機会がないと、アメリカの子と１週間も交流するなんて貴重な体験はできま
せん。この経験は子ども達の視野を広げてくれました。家族で「また来年もホストファ
ミリーをしたいね」と話す程です。経験は財産だと改めて感じた 1 週間でした。

　英語好きな高１の娘と、母である私の夢でもあったホストファミリー体験を初め
てさせて頂きました。
　中２女子 Piper の受け入れが決まってからは、彼女のお母さんとも情報交換しな
がら今か今かと待ち侘び、対面後は女子ふたりすぐに意気投合。博多へ買い物、ク
レーンゲームやプリクラを楽しみました。
　家族で訪れた居酒屋でパイパーは、刺身、鰻の蒲焼き等も喜んで食べ、太宰府で
着物をレンタルした際は、いつもよりお喋りになる姿がとも印象的で、嬉しそうに
梅ヶ枝餅を頬張っていました。また、娘と一緒に満員電車とバスで登下校し、リア
ルな日本の日常も垣間見えたようです。
　この一週間は今までになく足早で濃密な日々でした。お別れは寂しかっ
たのですが、彼女が娘のノートに描いて帰った海のイラストが「夢が叶ったね☆ま
た会おうね！」と言っている気がします。
　素晴らしい機会を与えてくださった国際政策課の方々、支えてくれた家族、友人
に心より感謝しています。

※S2I ：エス・トゥ・アイ（サニーベール to いいづか）
米国サニーベール市との姉妹都市交流事業

ホストファミリー体験記（麻生ファミリー）

ホストファミリー体験記（野口ファミリー）

Emelie Westerberg さん（サニーベール中学校）→穂波西中学校へ登校しました。

Piper Hayes さん（サニーベール中学校）→嘉穂高等学校へ登校しました。
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遺族基礎年金はどんなときに受けられるの？

受給要件

納付要件

遺族基礎年金額（年額）

国民年金だより
　国民年金の被保険者等であった方が、受給要件を満たしている場合、亡くなった方によっ
て生計を維持されていた「子※のある配偶者」または「子※」が、遺族基礎年金を受け取
ることができます。
※子…18 歳になって最初の 3 月 31 日までにある子、または 20 歳未満で障がい年金の障がい等
　級 1 級または 2 級の状態にある子。ただし、婚姻していない場合に限ります。

◆次の①から④のいずれかの要件を満たしている方が死亡したときに、遺族に支給されます。
　①国民年金の被保険者である間に死亡したとき
　②国民年金の被保険者であった 60 歳以上 65 歳未満の方で、日本国内に住所を有していた方
　　が死亡したとき
　③老齢基礎年金の受給権者であった方が死亡したとき
　④老齢基礎年金の受給資格を満たした方が死亡したとき
　※①②に該当するときは、保険料納付要件があります。 ⇒ 納付要件については下記参照
　※③④については、保険料納付済期間、保険料免除期間および合算対象期間が 25 年以上ある
　　方に限ります。

　①および②の要件については、死亡日の前日において、亡くなった月の前々月までの被保険者
期間の３分の２以上の期間について、保険料（厚生年金の被保険者期間、共済組合期間を含む）
が納付または免除されていることが必要です。
　ただし、令和 8 年 3 月末日までに亡くなったときは、亡くなった方が 65 歳未満であれば、死
亡日の前日において、死亡日が含まれる月の前々月までの直近１年間に保険料の未納がなければ
よいことになっています。

◆子のある配偶者が受ける場合
　　昭和 31 年 4 月 2 日以後生まれの方　・・・・　816,000 円　+　子の加算額
　　昭和 31 年 4 月 1 日以前生まれの方　・・・・　813,700 円　+　子の加算額
◆子が受ける場合
　次の金額を子の数で割った額が、1 人あたりの額となります。
　　816,000 円　+　子の加算額
　　1 人目および 2 人目の子の加算額　・・・・ 各 234,800 円
　　3 人目以降の子の加算額　・・・・・・・・ 各　78,300 円

●お問合せ / 申請先　　医療保険課 年金係　　☎0948-22-5504
※遺族基礎年金の相談は各支所では行っておりません。本庁年金係のみでの相談となります。

子の人数によって
加算があります
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令和7年度　市県民税申告のお知らせ

申告をしなければならない人

申告案内について

●問合せ　税務課　市民税係  ☎0948-22-5509

令和7年1月1日現在、飯塚市に住んでいる人で、下記①～⑥のいずれかに該当する方が対象です。
　①令和6年1月1日～令和6年12月31日までの１年間に、営業・農業・地代・家賃・配当・個人年金などの所得のある人、または、土地・
　　建物などの資産を譲渡した人または有価証券を譲渡した人で譲渡所得がある人（譲渡所得は税務署での申告となります。）
　②給与所得者のうち給与のほかに、地代・家賃・農業・恩給・年金・原稿料などの所得のある人
　③給与所得者のうち令和6年中に退職して、年末調整をしていない人
　④所得税の源泉徴収を受けなかった日雇・パートまたは家事手伝人などの収入がある人
　⑤令和7年1月1日現在飯塚市に住んでおらず、飯塚市内に事務所・事業所又は家屋敷を持っている人
　⑥無収入で、どなたの扶養にも入っていない人
※扶養主の合計所得が1,000万円を超える配偶者の人は、配偶者控除も配偶者特別控除の対象にもならないため、年末調整では被
扶養者として扱われずに未申告となってしまいます。該当される人は、扶養されている旨の申告をして下さい。

申告が必要と思われる人には「申告案内ハガキ」を発送しますので、会場にハガキ・所得を証明するもの・所得控除を証明するもの、
マイナンバーや本人確認書類をご持参下さい。ただし次の①～⑤に該当すると思われる方にはハガキを送付しません。
※令和6年中に飯塚市に転入された人については、例年の申告状況が把握できないため申告案内ハガキをお送りしていますが、次の
①～④に該当する人は申告の必要はありません。ご了承ください。なお、ハガキがなくても申告はできます。
①　所得税の確定申告をする人
②　給与所得のみで勤務先から給与支払報告書 (年末調整済 )が提出される人
③　市内に住民登録がある方の年末調整や申告で、扶養親族となっている人
④　公的年金収入以外に収入がなく、令和6年中の年金収入金額が
　　　次のいずれかに該当する人で扶養親族がいない人
　　　・65歳未満（昭和35年1月2日以後に生まれた人）1,015,000円以下
　　　・65歳以上（昭和35年1月1日以前に生まれた人）1,515,000円以下
⑤　扶養する親族がおらず、申告者本人が障害・遺族年金以外に収入がなく、
　　前年以前に申告済みの人

【お願い】申告は市県民税のほか、国民健康保険税や介護保険料等の算定資料にもなります。収入のない人や、収入額的に所得税や
市県民税がかからない人も、令和7年1月1日現在の住所地の市町村に確認した後、申告が必要であればお手続きをお願いします。

【注意事項】
税務署から申告案内が送付されている方、青色
申告、不動産や株式等の譲渡所得・山林所得・
先物取引・繰越損失・雑損控除等が関係する申
告、国外に居住している親族を扶養控除とする
申告、暗号資産に関する申告、住宅ローン控除
の初年度申告（借り換えも含む）につきましては、
税務署で申告して下さい。

会場 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
　○★本庁　　：本庁　2階多目的ホール
　●庄内　　　：庄内交流センター　別館
　　　　　　　　（庄内図書館横）
　●頴田　　　：頴田交流センター　1階
　●筑穂　　　：筑穂支所　2階
　●穂波　　　：穂波交流センター　2階
　☆鯰田　　　：鯰田交流センター
　　　　　　 　（2月4日）
　☆二瀬　　　：二瀬交流センター
　　　　　　 　（2月5日）
　☆幸袋　　　：幸袋交流センター
　　　　　　 　（2月6日）
　☆鎮西　　　：鎮西交流センター
　　　　　　 　（2月7日）
受付時間 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
　☆★の日程及び会場：9時～15時
　○●の日程及び会場：8時30分～16時
　※延長日（木曜日）は本庁のみ8時30分～19時

休日受付日 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
　本庁のみ　2月23日・3月2日・9日・16日

日
2月2日

　
2月9日

　
2月16日

　
2月23日
★本庁
（休日）
3月2日
★本庁
（休日）
3月9日
★本庁
（休日）
3月16日
★本庁
（休日）

月
2月3日

　
2月10日

2月17日
○本庁

2月24日

3月3日
○本庁

3月10日
○本庁

3月17日
○本庁
●穂波

火
2月4日
☆鯰田

2月11日

2月18日
○本庁

2月25日
○本庁

3月4日
○本庁
●筑穂

3月11日
○本庁
●穂波

3月18日
　

水
2月5日
☆二瀬

2月12日

　
2月19日
○本庁
●庄内

2月26日
○本庁
●頴田
3月5日
○本庁
●筑穂

3月12日
○本庁
●穂波

3月19日
　

木
2月6日
☆幸袋

2月13日

　
2月20日

○本庁（延長）
●庄内

2月27日
○本庁（延長）

●頴田
3月6日

○本庁（延長）
●筑穂

3月13日
○本庁（延長）

●穂波
3月20日

　

金
2月7日
☆鎮西

2月14日

　
2月21日
○本庁
●庄内

2月28日
○本庁
●頴田
3月7日
○本庁
●筑穂

3月14日
○本庁
●穂波

3月21日
　

土
2月8日

　
2月15日

　
2月22日

　
3月1日

　
3月8日

　
3月15日

　
3月22日

　

申告日程カレンダー
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STOP滞納！
期限内納付 ! 忘れていませんか？

～税の公平性を保つため、滞納処分をしています～  
　教育・労働と共に国民の三大義務の一つである税金は、医療や教育の充実、安全や秩序の維持など、私たち
の暮らしを豊かにする大切な財源です。
　税金が滞納になった場合は、期限内に納めた人と納めなかった人との不公平をなくすため、法律に基づき滞
納処分を行っています。
　忘れないように、納期内の納付にご協力いただきますようお願いします。
　「ついうっかり！」を防ぐために「口座振替」をご利用ください。

○納期限を過ぎると

○差押え（滞納処分）とは

○差押対象の財産および差押の流れ

〇上記いずれの差押えにおいても滞納者本人の同意は必要なく、事前の予告等も行いません。
　また、差押後は滞納税を完納しない限り、差押えは解除できません。

預金

給与年金

令和 5 年度
飯塚市　差押実績

預金（普通・定期） 
給与・年金 
動産・不動産 
その他（生命保険など） 

2,075 件
348 件
67 件

191 件

※左記
動産・不動産のうち

家宅捜索 
 
公売点数（動産・不動産） 
 

１件

３点

口座の預金を差押え、滞納税に
充てます。

給与や年金を差押え、滞納税に
充てます。

保険

動産不動産

生命保険等の保険を差押え、
給付金や解約返戻金を滞納税に充てます。

自宅や会社の捜索による動産（家電・家具・車・
貴金属など）や不動産（家・土地等）の差押えを
行い、公売などで換価し滞納税に充てます。

◎令和5年度はこれらの通知等の費用に約425万円の税金が使われました。

20日以内

納期限 督促状発送 財産調査（催告発送） 換価
10日間を過ぎても納付がないと…

以下の流れで処分が行われます。

徴税吏員（飯塚市職員）が国税徴収法や地方税法に基づき、
滞納者の財産を差押え、換価して滞納税に充てることです。
滞納処分を行うことで、大多数の納期限内納税者との公平性を保ちます。

　　市税滞納処分のため差押を行った財産を公売します。
　〇日時：令和 7 年 1 月 25 日土
　　　　　開場　13：00　　入札開始　14：00　（参加申込締切　13：45）
　〇場所：飯塚市役所本庁　１階　多目的ホール（飯塚市新立岩５番５号）
　〇公売方法：せり売り
　〇必要なもの：身分証明書・公売買受代金（現金のみ）・（代理の場合）委任状
　〇その他
　　詳細については、福岡県庁ホームページをご確認ください。
　　合同公売会 URL はこちら！
      https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/fukuoka-koubaikai.html

上記差押えにより滞納に充てられた税額　約 1億 3,900 万円

入
場
無
料

〇問合せ先
福岡県飯塚・直方県税事務所
特別対策班：0948-21-4968

⇧県庁ＨＰ

「令和６年度　筑豊地区合同公売会 in 飯塚」を開催します！
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Information
▶飯塚市役所

▶穂波庁舎・支所
　☎0948-22-5500・FAX0948-21-2066

　☎0948-22-0380・FAX0948-26-4733
▶筑穂支所
　☎0948-72-1100・FAX0948-31-3100
▶庄内支所
　☎0948-82-1200・FAX0948-82-3520
▶頴田支所
　☎0948-92-2211・FAX0948-92-0332

●
本
庁
と
穂
波
支
所
で
は
、
毎
週
木
曜
日
に
窓
口
業
務
の
一
部
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
延
長
時
間（
19
時
ま
で
）
に
よ
る
取
扱
い
業
務
は
、
所
管
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ひ
き
こ
も
り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
１
月
31
日
金
　
９
時
〜
17
時

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す

所
飯
塚
市
役
所
４
階
相
談
室
A

内
ひ
き
こ
も
り
の
悩
み
を
聞
き
、
相

　
談
員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。
家
族

　
の
み
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
話

　
す
こ
と
で
状
況
が
変
わ
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
話

　
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
生
活
自
立
支
援
相
談
室

（
☎
０
９
４
８
・
30
・
２
６
１
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

飯
塚
市
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
の

使
用
期
限
は
１
月
末
ま
で
で
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
ク
ー
ポ
ン

券
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
使
用
期
限
ま
で
に
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
1
月
31
日
金
ま
で

問
飯
塚
市
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
　

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
23
・
６
１
１
０

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ご
み
ネ
ッ
ト
等
購
入
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
ご
み
集
積
所
を
２
世
帯
以
上
で
共

　
同
利
用
す
る
市
民
（
自
治
会
及
び

　
隣
組
含
む
）

内
補
助
金
の
額…

ご
み
ネ
ッ
ト
等
購

　
入
価
格
（
消
費
税
含
む
）
の
３
分

　
の
２

●
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て

●
上
限
額
は
１
箇
所
に
つ
き
３
千
円

※

予
算
範
囲
内
で
先
着
順
の
受
付

※

同
一
集
積
所
で
再
交
付
を
受
け
た

　
い
場
合
は
、
前
回
交
付
を
受
け
た

　
日
か
ら
３
年
を
経
過
し
て
い
る
必

　
要
が
あ
り
ま
す
。

※

新
た
に
集
積
所
を
設
け
る
場
合

　
は
、
収
集
が
可
能
な
場
所
で
あ
る

　
か
を
、
環
境
対
策
課
へ
事
前
に
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

持
購
入
時
の
領
収
書
（
宛
名
書
き
が

　
で
き
、
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　
も
の
）・
振
込
先
口
座
通
帳
・
認

　
印
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
。）・
ご
み

　
ネ
ッ
ト
利
用
世
帯
名
簿
（
世
帯
代

　
表
者
１
名
の
氏
名
と
住
所
を
記
載

　
し
た
も
の
）

期
ご
み
ネ
ッ
ト
等
を
購
入
し
て
か
ら

　
90
日
以
内

申
問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

就
学
援
助
（
入
学
準
備
費

入
学
前
支
給
）
の
受
付

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
就
学
援
助
の
う
ち
、
入
学
準
備
費

　（
入
学
時
に
必
要
な
物
の
購
入
費

を
一
部
援
助
す
る
費
用
）
を
入
学
前

に
支
給
し
ま
す
。

対
経
済
的
理
由
に
よ
り
援
助
を
必
要

　
と
し
、
令
和
７
年
４
月
に
国
県
市

　
立
小
・
中
学
校
へ
入
学
予
定
の
子

　
ど
も
の
保
護
者

※

令
和
６
年
度
に
就
学
援
助
を
受
け

　
て
い
る
方
も
新
た
に
申
請
が
必
要

　
で
す
。

期
１
月
６
日
月
〜
31
日
金

申
問
教
育
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
０
）

※

書
類
は
市
立
小
・
中
学
校
、
ま
た

　
は
教
育
総
務
課
に
備
え
付
け
て
い

　
ま
す
。（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
可
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

介
護
保
険
住
宅

改
修
費
受
領
委
任

事
業
者
名
簿
登
録

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
令
和
7
年
度
の
介
護
保
険
住
宅
改

修
費
受
領
委
任
事
業
者
名
簿
へ
の
登

録
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
、
必
要

書
類
を
添
え
て
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※

登
録
は
毎
年
更
新
制
で
す
。

※

届
出
方
法
の
詳
細
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
１
月
14
日
火
〜
31
日
金

問
介
護
保
険
課

（
☎
内
線
１
１
３
３
・
１
１
３
４
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

市
営
住
宅
（
空
き
家
）
入
居
者
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、

　
ま
た
は
市
内
勤
務
者

　
②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が

　
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　
③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に

　
該
当
す
る
こ
と

※

そ
の
他
、
単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。

時
２
月
３
日
月
〜
７
日
金

※

毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課
（
☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※

同
課
に
備
え
付
け
の
申
込
案
内
書

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓

　
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

入
居
さ
れ
る
方
以
外
が
代
理
で
申

　
込
み
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
委
任

　
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

飯
塚
市
地
域
福
祉

推
進
協
議
会

委
員
の
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
市
内
在
住
で
、
地
域
福
祉
に
関
心

　
の
あ
る
人
。
か
つ
本
市
の
審
議
会

　
等
の
委
員
に
委
嘱
又
は
任
命
さ
れ

　
て
い
な
い
人
。（
た
だ
し
、
専
門

　
的
な
知
識
、
経
験
等
を
有
す
る
も

　
の
と
し
て
２
件
ま
で
の
他
の
審
議

　
会
等
委
員
に
委
嘱
又
は
任
命
さ
れ

　
て
い
る
場
合
を
除
く
）

※

現
在
協
議
会
公
募
委
員
の
再
任
可

定
女
性
２
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

●
任
期
　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
２
年
間
（
年
２
回
程
度
開
催
予
定
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

認
知
症
ケ
ア
の
技
法
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
２
月
８
日
土
　
13
時
〜
14
時
半

　（
受
付
12
時
半
〜
）

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

内
『
優
し
さ
を
伝
え
る
ケ
ア
技
術
〜

　
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
〜
』

　
講
師
：
安
武
澄
夫
氏
（
南
福
岡
脳

　
神
経
外
科
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　
シ
ョ
ン
部 

副
部
長
　
作
業
療
法
士
）

定
２
０
０
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

申
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

期
２
月
３
日
月
ま
で

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
い
い
づ
か

　
担
当
　
福
田

（
☎
０
８
０
・
９
２
４
６
・
０
５
１
２

　
FAX
０
９
４
８
・
28
・
９
５
８
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
キ
ャ
リ
ア
・
カ
フ
ェ

（
飯
塚
会
場
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
1
月
16
日
木
　
19
時
〜
20
時
40
分

所
市
役
所
本
庁
2
階
カ
フ
ェ
ス

　
ペ
ー
ス

内
テ
ー
マ
：
ワ
タ
シ
の
キ
ャ
リ
ア
の

　
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

※
働
く
女
性
と
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の

　
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

●
主
催
　
福
岡
県
女
性
活
躍
推
進
課

問
福
岡
県
女
性
人
材
育
成
の
た
め
の

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業
事
務
局

（
☎
０
９
２
・
６
９
２
・
３
１
７
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

学
校
給
食
体
験
イ
ベ
ン
ト

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
23
日
日
　
11
時
〜
14
時

所
鎮
西
交
流
セ
ン
タ
ー

内
①
給
食
試
食
会（
限
定
１
０
０
食
）

　
②
食
育
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
バ
タ
ー
を
作
ろ
う
、
野
菜
ス
タ
ン

　
プ
で
遊
ぼ
う
、
牛
乳
パ
ッ
ク
工
作

　
な
ど
。

　
③
学
校
給
食
に
関
す
る
情
報
な
ど

　
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

料
給
食
試
食
会
の
み
２
０
０
円

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」
ま
た
は
電
話
に
て
受
付
（
先

　
着
順
）

期
１
月
28
日
火
　
８
時
半
〜

問
学
校
給
食
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
７
７
１
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

は
じ
め
て
の
お
使
い
in
商
店
街

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
飯
塚
版
「
は
じ
め
て
の
お
使
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
２
人
１
組
で
買
い

物
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

対
３
歳
〜
小
学
３
年
生

時
１
月
18
日
土
　
10
時
半
〜

所
本
町
・
東
町
・
昭
和
通
の
４
店
舗

定
８
組
16
人
（
２
人
１
組
）

料
１
人
６
０
０
円

※

特
典
と
し
て
買
物
し
た
商
品
（
１

　
２
０
０
円
以
上
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

期
１
月
９
日
木

申
飯
塚
商
工
会
議
所
商
工
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
０
０
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
の
お
知
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

●
第
77
回

時
１
月
10
日
金
　
18
時
〜
19
時
半

所
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部

　
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ゴ
ラ
（
対
面
）

　
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
開
催

内
体
の
中
の
「
モ
ノ
」
の
恒
常
性
を

　
維
持
す
る
シ
ス
テ
ム

▽
ゲ
ス
ト
　
平
　
順
一
　
さ
ん

　（
大
学
院
情
報
工
学
研
究
院/

生

　
命
化
学
情
報
工
学
研
究
系
　
准
教

　
授
）

定
対
面
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　
切
）オ
ン
ラ
イ
ン
1
0
0
名
程
度

●
第
78
回

時
２
月
２
日
日
　
14
時
〜
15
時

所
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
開
催

内
『
世
界
は
化
学
物
質
で
つ
な
が
っ

　
て
い
る
』

▽
ゲ
ス
ト
　
飯
田
　
緑
　
さ
ん

　（
大
学
院
情
報
工
学
研
究
院/

物

　
理
情
報
工
学
研
究
系
　
准
教
授
）

定
オ
ン
ラ
イ
ン
1
0
0
名
程
度

問
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部
広
報

　
室

（
☎
０
９
４
８
・
29
・
７
５
０
９

叞sciencecafe@
pr.iizuka.

　kyutech.ac.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
自
衛
官
候
補
生
】

時
1
月
14
日
火
〜
2
月
12
日
水

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

期
2
月
4
日
火
ま
で

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
２
月
３
日
月
　
10
時
〜
16
時

※

事
前
申
込
不
要
・
受
付
15
時
ま
で

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
不
動
産
に
関
す
る
お
悩
み
、相
続
、

　
税
金
な
ど
に
つ
い
て
、
宅
地
建
物

　
取
引
士
、
弁
護
士
、
税
理
士
が
相

　
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

（
☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
７
１
７
）

期
１
月
６
日
月
〜
31
日
金※

必
着

申
問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
４

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

※

当
課
に
備
え
付
け
の
所
定
の
申
込

　
書
（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
可
）
に
記
入
の
う
え
、
メ
ー
ル
、

　
F
A
X
、
郵
送
又
は
ご
持
参
く
だ

　
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

令
和
７
年

国
勢
調
査
の

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
！

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
20
歳
以
上
の
方
（
税
務
、
警
察
、

　
選
挙
事
務
等
と
直
接
関
係
の
な
い

　
方
）

時
令
和
７
年
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　（
約
２
ヵ
月
間
）

内
調
査
員
の
仕
事

・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

・
担
当
し
て
い
る
調
査
区
の
確
認

・
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
説

　
明
、
調
査
票
の
配
布
、
回
収

・
調
査
票
の
点
検
、
提
出

●
調
査
員
報
酬
　
約
４
万
〜
７
万

※

担
当
す
る
調
査
区
数
や
世
帯
数
に

　
よ
っ
て
増
減
し
ま
す

期
４
月
下
旬
ま
で
募
集

申
当
課
に
備
え
付
け
の
所
定
の
申
込

　
書
（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
可
）
に
記
入
の
う
え
、
メ
ー
ル
、

　
F
A
X
、
郵
送
又
は
ご
持
参
く
だ

　
さ
い
。（
電
話
申
込
も
可
）

問
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
８

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６

叞soum
u@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

自
動
販
売
機
設
置

事
業
者
の
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

期
令
和
７
年
１
月
20
日
月
ま
で

　
設
置
箇
所
　
穂
波
庁
舎 

他

※

詳
し
く
は
、
市
Ｈ
Ｐ
の
募
集
要
項

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
産
活
用
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
１
）

講
演
・
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

災
害
時
の

ス
マ
ホ
活
用
講
座

参
加
者
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
１
月
28
日
火
　
10
時
〜
11
時
半

所
穂
波
庁
舎
３
階

※

駐
車
場
は
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

内
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
方
法
紹
介

定
20
人
（
先
着
順
）

持
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用
具

期
１
月
14
日
火
９
時
〜
27
日
月
17
時

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」

問
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
６
９
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

「
人
が
集
ま
る
講
座
と

チ
ラ
シ
の

作
り
方
」
講
座
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
1
月
10
日
金
　
9
時
半
〜
11
時
半

所
飯
塚
市
役
所
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
飯
塚
市
出
身
で
評
判
の
集
客
ア
ド

　
バ
イ
ザ
ー
が
教
え
ま
す
。

　
講
師
：
坂
田
　
静
香
　
さ
ん

　（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ェ

　
ン
ダ
ー
平
等
Ｌ
a
b
o
t
a
理
事
）

定
30
人

期
定
員
に
達
し
次
第
終
了

問
申
市
民
活
動
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ジ
ェ
ト
ロ
貿
易

実
務
セ
ミ
ナ
ー
＆

個
別
相
談
会
in
飯
塚

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
6
日
木
　
13
時
〜
16
時
半

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
貿
易
実
務
セ
ミ
ナ
ー

対
貿
易
ビ
ジ
ネ
ス
を
お
考
え
の
方
、

　
貿
易
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
ば
か
り

　
の
方

内
輸
出
の
際
の
留
意
点
等
に
つ
い
て

　
概
説
の
上
、
利
用
可
能
な
ジ
ェ
ト

　
ロ
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま

　
す
。

●
個
別
相
談
会
（
事
前
申
込
制
）

※

申
込
み
の
際
に
、
相
談
内
容
を
ご

　
記
入
く
だ
さ
い
。

定
30
人

期
1
月
30
日
木
　
15
時

申
電
子
申
請

※

受
講
者
ご
と
に
申
込
み
が
必
要

問
日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）

　
福
岡
貿
易
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
７
１
・
５
６
３
５
）

（
叞fuk@jetro.go.jp

）

　
国
際
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
２
１
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

男
性
の
た
め
の

包
丁
研
ぎ
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
１
月
26
日
日
　
10
時
〜
11
時
半

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
講
師
　
峯
　
祥
章
　
さ
ん

定
16
人
（
先
着
順
）

託
有
（
6
ヶ
月
〜
小
学
生
ま
で
）

※

1
月
17
日
ま
で
に
要
申
込

持
研
ぎ
た
い
包
丁
（
2
、
3
本
）
2

　
種
類
の
砥
石
（
①
中
粗
用
2
0
0

　

番
〜
2
4
0
番
②
仕
上
げ
用

　
1
0
0
0
番
）
布
巾
ま
た
は
雑
巾

　
2
枚※

砥
石
を
お
持
ち
で
な
い
方

　
は
申
込
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
1
月
6
日
月
〜
21
日
火

申
電
子
申
請

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
７
０
５
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

内
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

定
各
回
20
人
程
度

持
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

申
問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー
（
平
日
10
時
〜
17
時

　
受
付※

土
日
祝
及
び
年
末
年
始
12

　
月
28
日
〜
１
月
７
日
除
く
）

（
☎
０
５
０
・
３
５
３
７
・
６
１
７
４
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

人
権
啓
発
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
部
落
差
別
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

人
権
啓
発
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

①時
１
月
22
日
水
　
19
時
〜

所
庄
内
交
流
セ
ン
タ
ー
別
館
ミ
ニ
シ

　
ア
タ
ー
室

②時
１
月
25
日
土
　
10
時
半

所
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
権
ネ
ッ
ト
い
い
づ
か

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
７
５
８
２
）

イ
ベ
ン
ト

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

暴
力
団
追
放
！
地
域
決
起
会
議

（
筑
豊
地
区
）
飯
塚
地
区
暴
力
追
放

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

住
民
総
決
起
大
会

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
筑
豊
地
区
の
暴
力
団
追
放
！
地
域

決
起
会
議
及
び
飯
塚
地
区
の
暴
追
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
住
民
・
事
業
者
・
警
察
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
暴
力
の

な
い
明
る
く
住
み
よ
い
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

時
１
月
30
日
木
　
14
時
〜
16
時

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

内
講
演

問
防
災
安
全
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
５
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
34
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

嘉
飯
桂
児
童
作
品
展
　
飯
塚
地
域
展

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
1
月
28
日
火
〜
31
日
金

　
9
時
半
〜
16
時
ま
で

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
飯
塚
市
児
童
の
絵
画
作
品

（
特
別
賞
・
金
賞
・
銀
賞
）
76
点

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
４
４
８
）

そ
の
他
（
お
知
ら
せ
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

30
・
10
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
30
・
10(

さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る)

運
動
と
は
、
食
事
会
・
宴
会
は
じ
め

の
30
分
と
、
お
わ
り
の
10
分
間
を
離

席
せ
ず
食
事
を
楽
し
む
こ
と
を
推
進

す
る
運
動
で
す
。
新
年
会
等
の
飲
食

店
利
用
時
に
「
30
・
10
運
動
」
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
注
文
の
際
は
食
べ
ら
れ
る

量
を
注
文
す
る
、
食
べ
ら
れ
な
い
も

の
は
先
に
伝
え
る
な
ど
の
工
夫
も
し

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
食
品
ロ

ス
削
減
と
ゴ
ミ
の
減
量
化
へ
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ま
で
お
声
が
け
い
た
だ

き
、
環
境
に
や
さ
し
い
宴
会
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
県
の
特
定
最
低
賃
金
改
定
の

お
知
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

※

特
定
最
低
賃
金
に
該
当
し
な
い
産

　
業
は
、
福
岡
県
最
低
賃
金
（
１
時

　
間
９
９
２
円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
５
７
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

や
さ
し
い
日
本
語
研
修

〜
外
国
人
と
や
さ
し
い

日
本
語
で
話
そ
う
〜

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
・
行
政
職
員

　
・
地
域
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
・
日
本
語
教
育
に
興
味
が
あ
る
方

　
・
国
際
交
流
に
興
味
が
あ
る
方
等

時
１
月
11
日
土
　
14
時
半
〜
17
時

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
・
多
文
化
理
解
の
重
要
性

　
・「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
重
要
性

　
・「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
活
用
　

　
　
方
法
と
作
り
方

定
先
着
30
人

期
１
月
８
日
水

問
（
公
財
）
福
岡
県
国
際
交
流
セ
ン

　
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
７
２
５
・
９
２
０
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心

　
が
あ
り
、
４
回
の
講
座
に
す
べ
て

　
参
加
可
能
な
方

時
①
2
月
1
日
土

　
②
2
月
8
日
土

　
③
2
月
15
日
土

　
④
2
月
22
日
土

　
い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
目
が
不
自
由
な
方
へ
点
字
で
情
報

　
提
供
を
行
う
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
養
成
講
座
で
す
。

定
10
人

料
５
９
０
円

期
1
月
31
日
金

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
４
５
０
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
28
回
福
岡
県
作
業
療
法
学
会
　

『
市
民
公
開
講
座
』
の
ご
案
内

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
23
日
日
　
12
時
〜
13
時

所
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
9
階

内
障
が
い
や
高
齢
に
よ
る
運
転
の
不

　
安
を
支
え
る
自
動
車
運
転
支
援

●
講
師
　
産
業
医
科
大
学
病
院

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
主
任
　

　
作
業
療
法
士
　
飯
田
真
也
さ
ん

定
限
定
３
０
０
人

問
福
岡
県
作
業
療
法
協
会
事
務
局

（
☎
０
９
３
・
９
５
２
・
７
５
８
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

環
境
保
全
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
8
日
土
13
時
半
〜

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

定
30
人
程
度
（
先
着
順
）

期
1
月
10
日
金
〜
2
月
3
日
月

申
問
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福

　
祉
環
境
事
務
所 

地
域
環
境
課

（
☎
０
９
４
８
・
21
・
４
９
７
５
）
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―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ひ
き
こ
も
り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
１
月
31
日
金
　
９
時
〜
17
時

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す

所
飯
塚
市
役
所
４
階
相
談
室
A

内
ひ
き
こ
も
り
の
悩
み
を
聞
き
、
相

　
談
員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。
家
族

　
の
み
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
話

　
す
こ
と
で
状
況
が
変
わ
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
話

　
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
生
活
自
立
支
援
相
談
室

（
☎
０
９
４
８
・
30
・
２
６
１
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

飯
塚
市
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
の

使
用
期
限
は
１
月
末
ま
で
で
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
ク
ー
ポ
ン

券
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
使
用
期
限
ま
で
に
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
1
月
31
日
金
ま
で

問
飯
塚
市
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
　

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
23
・
６
１
１
０

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ご
み
ネ
ッ
ト
等
購
入
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
ご
み
集
積
所
を
２
世
帯
以
上
で
共

　
同
利
用
す
る
市
民
（
自
治
会
及
び

　
隣
組
含
む
）

内
補
助
金
の
額…

ご
み
ネ
ッ
ト
等
購

　
入
価
格
（
消
費
税
含
む
）
の
３
分

　
の
２

●
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て

●
上
限
額
は
１
箇
所
に
つ
き
３
千
円

※

予
算
範
囲
内
で
先
着
順
の
受
付

※

同
一
集
積
所
で
再
交
付
を
受
け
た

　
い
場
合
は
、
前
回
交
付
を
受
け
た

　
日
か
ら
３
年
を
経
過
し
て
い
る
必

　
要
が
あ
り
ま
す
。

※

新
た
に
集
積
所
を
設
け
る
場
合

　
は
、
収
集
が
可
能
な
場
所
で
あ
る

　
か
を
、
環
境
対
策
課
へ
事
前
に
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

持
購
入
時
の
領
収
書
（
宛
名
書
き
が

　
で
き
、
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　
も
の
）・
振
込
先
口
座
通
帳
・
認

　
印
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
。）・
ご
み

　
ネ
ッ
ト
利
用
世
帯
名
簿
（
世
帯
代

　
表
者
１
名
の
氏
名
と
住
所
を
記
載

　
し
た
も
の
）

期
ご
み
ネ
ッ
ト
等
を
購
入
し
て
か
ら

　
90
日
以
内

申
問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

就
学
援
助
（
入
学
準
備
費

入
学
前
支
給
）
の
受
付

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
就
学
援
助
の
う
ち
、
入
学
準
備
費

　（
入
学
時
に
必
要
な
物
の
購
入
費

を
一
部
援
助
す
る
費
用
）
を
入
学
前

に
支
給
し
ま
す
。

対
経
済
的
理
由
に
よ
り
援
助
を
必
要

　
と
し
、
令
和
７
年
４
月
に
国
県
市

　
立
小
・
中
学
校
へ
入
学
予
定
の
子

　
ど
も
の
保
護
者

※

令
和
６
年
度
に
就
学
援
助
を
受
け

　
て
い
る
方
も
新
た
に
申
請
が
必
要

　
で
す
。

期
１
月
６
日
月
〜
31
日
金

申
問
教
育
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
０
）

※

書
類
は
市
立
小
・
中
学
校
、
ま
た

　
は
教
育
総
務
課
に
備
え
付
け
て
い

　
ま
す
。（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
可
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

介
護
保
険
住
宅

改
修
費
受
領
委
任

事
業
者
名
簿
登
録

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
令
和
7
年
度
の
介
護
保
険
住
宅
改

修
費
受
領
委
任
事
業
者
名
簿
へ
の
登

録
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
、
必
要

書
類
を
添
え
て
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※

登
録
は
毎
年
更
新
制
で
す
。

※

届
出
方
法
の
詳
細
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
１
月
14
日
火
〜
31
日
金

問
介
護
保
険
課

（
☎
内
線
１
１
３
３
・
１
１
３
４
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

市
営
住
宅
（
空
き
家
）
入
居
者
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、

　
ま
た
は
市
内
勤
務
者

　
②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が

　
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　
③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に

　
該
当
す
る
こ
と

※

そ
の
他
、
単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。

時
２
月
３
日
月
〜
７
日
金

※

毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課
（
☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※

同
課
に
備
え
付
け
の
申
込
案
内
書

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓

　
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

入
居
さ
れ
る
方
以
外
が
代
理
で
申

　
込
み
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
委
任

　
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

飯
塚
市
地
域
福
祉

推
進
協
議
会

委
員
の
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
市
内
在
住
で
、
地
域
福
祉
に
関
心

　
の
あ
る
人
。
か
つ
本
市
の
審
議
会

　
等
の
委
員
に
委
嘱
又
は
任
命
さ
れ

　
て
い
な
い
人
。（
た
だ
し
、
専
門

　
的
な
知
識
、
経
験
等
を
有
す
る
も

　
の
と
し
て
２
件
ま
で
の
他
の
審
議

　
会
等
委
員
に
委
嘱
又
は
任
命
さ
れ

　
て
い
る
場
合
を
除
く
）

※

現
在
協
議
会
公
募
委
員
の
再
任
可

定
女
性
２
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

●
任
期
　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
２
年
間
（
年
２
回
程
度
開
催
予
定
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

認
知
症
ケ
ア
の
技
法
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
２
月
８
日
土
　
13
時
〜
14
時
半

　（
受
付
12
時
半
〜
）

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

内
『
優
し
さ
を
伝
え
る
ケ
ア
技
術
〜

　
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
〜
』

　
講
師
：
安
武
澄
夫
氏
（
南
福
岡
脳

　
神
経
外
科
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　
シ
ョ
ン
部 

副
部
長
　
作
業
療
法
士
）

定
２
０
０
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

申
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

期
２
月
３
日
月
ま
で

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
い
い
づ
か

　
担
当
　
福
田

（
☎
０
８
０
・
９
２
４
６
・
０
５
１
２

　
FAX
０
９
４
８
・
28
・
９
５
８
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
キ
ャ
リ
ア
・
カ
フ
ェ

（
飯
塚
会
場
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
1
月
16
日
木
　
19
時
〜
20
時
40
分

所
市
役
所
本
庁
2
階
カ
フ
ェ
ス

　
ペ
ー
ス

内
テ
ー
マ
：
ワ
タ
シ
の
キ
ャ
リ
ア
の

　
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

※

働
く
女
性
と
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の

　
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

●
主
催
　
福
岡
県
女
性
活
躍
推
進
課

問
福
岡
県
女
性
人
材
育
成
の
た
め
の

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業
事
務
局

（
☎
０
９
２
・
６
９
２
・
３
１
７
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

学
校
給
食
体
験
イ
ベ
ン
ト

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
23
日
日
　
11
時
〜
14
時

所
鎮
西
交
流
セ
ン
タ
ー

内
①
給
食
試
食
会（
限
定
１
０
０
食
）

　
②
食
育
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
バ
タ
ー
を
作
ろ
う
、
野
菜
ス
タ
ン

　
プ
で
遊
ぼ
う
、
牛
乳
パ
ッ
ク
工
作

　
な
ど
。

　
③
学
校
給
食
に
関
す
る
情
報
な
ど

　
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

料
給
食
試
食
会
の
み
２
０
０
円

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」
ま
た
は
電
話
に
て
受
付
（
先

　
着
順
）

期
１
月
28
日
火
　
８
時
半
〜

問
学
校
給
食
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
７
７
１
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

は
じ
め
て
の
お
使
い
in
商
店
街

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
飯
塚
版
「
は
じ
め
て
の
お
使
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
２
人
１
組
で
買
い

物
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

対
３
歳
〜
小
学
３
年
生

時
１
月
18
日
土
　
10
時
半
〜

所
本
町
・
東
町
・
昭
和
通
の
４
店
舗

定
８
組
16
人
（
２
人
１
組
）

料
１
人
６
０
０
円

※

特
典
と
し
て
買
物
し
た
商
品
（
１

　
２
０
０
円
以
上
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

期
１
月
９
日
木

申
飯
塚
商
工
会
議
所
商
工
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
０
０
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
の
お
知
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

●
第
77
回

時
１
月
10
日
金
　
18
時
〜
19
時
半

所
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部

　
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ゴ
ラ
（
対
面
）

　
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
開
催

内
体
の
中
の
「
モ
ノ
」
の
恒
常
性
を

　
維
持
す
る
シ
ス
テ
ム

▽
ゲ
ス
ト
　
平
　
順
一
　
さ
ん

　（
大
学
院
情
報
工
学
研
究
院/

生

　
命
化
学
情
報
工
学
研
究
系
　
准
教

　
授
）

定
対
面
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　
切
）オ
ン
ラ
イ
ン
1
0
0
名
程
度

●
第
78
回

時
２
月
２
日
日
　
14
時
〜
15
時

所
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
開
催

内
『
世
界
は
化
学
物
質
で
つ
な
が
っ

　
て
い
る
』

▽
ゲ
ス
ト
　
飯
田
　
緑
　
さ
ん

　（
大
学
院
情
報
工
学
研
究
院/

物

　
理
情
報
工
学
研
究
系
　
准
教
授
）

定
オ
ン
ラ
イ
ン
1
0
0
名
程
度

問
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部
広
報

　
室

（
☎
０
９
４
８
・
29
・
７
５
０
９

叞sciencecafe@
pr.iizuka.

　kyutech.ac.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
自
衛
官
候
補
生
】

時
1
月
14
日
火
〜
2
月
12
日
水

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

期
2
月
4
日
火
ま
で

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
２
月
３
日
月
　
10
時
〜
16
時

※

事
前
申
込
不
要
・
受
付
15
時
ま
で

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
不
動
産
に
関
す
る
お
悩
み
、相
続
、

　
税
金
な
ど
に
つ
い
て
、
宅
地
建
物

　
取
引
士
、
弁
護
士
、
税
理
士
が
相

　
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

（
☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
７
１
７
）

期
１
月
６
日
月
〜
31
日
金※

必
着

申
問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
４

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

※

当
課
に
備
え
付
け
の
所
定
の
申
込

　
書
（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
可
）
に
記
入
の
う
え
、
メ
ー
ル
、

　
F
A
X
、
郵
送
又
は
ご
持
参
く
だ

　
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

令
和
７
年

国
勢
調
査
の

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
！

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
20
歳
以
上
の
方
（
税
務
、
警
察
、

　
選
挙
事
務
等
と
直
接
関
係
の
な
い

　
方
）

時
令
和
７
年
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　（
約
２
ヵ
月
間
）

内
調
査
員
の
仕
事

・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

・
担
当
し
て
い
る
調
査
区
の
確
認

・
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
説

　
明
、
調
査
票
の
配
布
、
回
収

・
調
査
票
の
点
検
、
提
出

●
調
査
員
報
酬
　
約
４
万
〜
７
万

※

担
当
す
る
調
査
区
数
や
世
帯
数
に

　
よ
っ
て
増
減
し
ま
す

期
４
月
下
旬
ま
で
募
集

申
当
課
に
備
え
付
け
の
所
定
の
申
込

　
書
（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
可
）
に
記
入
の
う
え
、
メ
ー
ル
、

　
F
A
X
、
郵
送
又
は
ご
持
参
く
だ

　
さ
い
。（
電
話
申
込
も
可
）

問
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
８

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６

叞soum
u@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

自
動
販
売
機
設
置

事
業
者
の
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
期
令
和
７
年
１
月
20
日
月
ま
で

　
設
置
箇
所
　
穂
波
庁
舎 

他

※

詳
し
く
は
、
市
Ｈ
Ｐ
の
募
集
要
項

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
産
活
用
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
１
）

講
演
・
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

災
害
時
の

ス
マ
ホ
活
用
講
座

参
加
者
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
１
月
28
日
火
　
10
時
〜
11
時
半

所
穂
波
庁
舎
３
階

※

駐
車
場
は
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

内
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
方
法
紹
介

定
20
人
（
先
着
順
）

持
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用
具

期
１
月
14
日
火
９
時
〜
27
日
月
17
時

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」

問
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
６
９
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

「
人
が
集
ま
る
講
座
と

チ
ラ
シ
の

作
り
方
」
講
座
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
1
月
10
日
金
　
9
時
半
〜
11
時
半

所
飯
塚
市
役
所
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
飯
塚
市
出
身
で
評
判
の
集
客
ア
ド

　
バ
イ
ザ
ー
が
教
え
ま
す
。

　
講
師
：
坂
田
　
静
香
　
さ
ん

　（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ェ

　
ン
ダ
ー
平
等
Ｌ
a
b
o
t
a
理
事
）

定
30
人

期
定
員
に
達
し
次
第
終
了

問
申
市
民
活
動
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ジ
ェ
ト
ロ
貿
易

実
務
セ
ミ
ナ
ー
＆

個
別
相
談
会
in
飯
塚

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
時
2
月
6
日
木
　
13
時
〜
16
時
半

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
貿
易
実
務
セ
ミ
ナ
ー

対
貿
易
ビ
ジ
ネ
ス
を
お
考
え
の
方
、

　
貿
易
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
ば
か
り

　
の
方

内
輸
出
の
際
の
留
意
点
等
に
つ
い
て

　
概
説
の
上
、
利
用
可
能
な
ジ
ェ
ト

　
ロ
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま

　
す
。

●
個
別
相
談
会
（
事
前
申
込
制
）

※

申
込
み
の
際
に
、
相
談
内
容
を
ご

　
記
入
く
だ
さ
い
。

定
30
人

期
1
月
30
日
木
　
15
時

申
電
子
申
請

※

受
講
者
ご
と
に
申
込
み
が
必
要

問
日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）

　
福
岡
貿
易
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
７
１
・
５
６
３
５
）

（
叞fuk@jetro.go.jp

）

　
国
際
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
２
１
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

男
性
の
た
め
の

包
丁
研
ぎ
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
１
月
26
日
日
　
10
時
〜
11
時
半

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
講
師
　
峯
　
祥
章
　
さ
ん

定
16
人
（
先
着
順
）

託
有
（
6
ヶ
月
〜
小
学
生
ま
で
）

※

1
月
17
日
ま
で
に
要
申
込

持
研
ぎ
た
い
包
丁
（
2
、
3
本
）
2

　
種
類
の
砥
石
（
①
中
粗
用
2
0
0

　

番
〜
2
4
0
番
②
仕
上
げ
用

　
1
0
0
0
番
）
布
巾
ま
た
は
雑
巾

　
2
枚※

砥
石
を
お
持
ち
で
な
い
方

　
は
申
込
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
1
月
6
日
月
〜
21
日
火

申
電
子
申
請

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
７
０
５
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

内
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

定
各
回
20
人
程
度

持
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

申
問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー
（
平
日
10
時
〜
17
時

　
受
付※

土
日
祝
及
び
年
末
年
始
12

　
月
28
日
〜
１
月
７
日
除
く
）

（
☎
０
５
０
・
３
５
３
７
・
６
１
７
４
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

人
権
啓
発
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
部
落
差
別
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

人
権
啓
発
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

①時
１
月
22
日
水
　
19
時
〜

所
庄
内
交
流
セ
ン
タ
ー
別
館
ミ
ニ
シ

　
ア
タ
ー
室

②時
１
月
25
日
土
　
10
時
半

所
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
権
ネ
ッ
ト
い
い
づ
か

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
７
５
８
２
）

イ
ベ
ン
ト

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

暴
力
団
追
放
！
地
域
決
起
会
議

（
筑
豊
地
区
）
飯
塚
地
区
暴
力
追
放

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

住
民
総
決
起
大
会

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
筑
豊
地
区
の
暴
力
団
追
放
！
地
域

決
起
会
議
及
び
飯
塚
地
区
の
暴
追
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
住
民
・
事
業
者
・
警
察
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
暴
力
の

な
い
明
る
く
住
み
よ
い
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

時
１
月
30
日
木
　
14
時
〜
16
時

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

内
講
演

問
防
災
安
全
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
５
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
34
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

嘉
飯
桂
児
童
作
品
展
　
飯
塚
地
域
展

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
1
月
28
日
火
〜
31
日
金

　
9
時
半
〜
16
時
ま
で

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
飯
塚
市
児
童
の
絵
画
作
品

（
特
別
賞
・
金
賞
・
銀
賞
）
76
点

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
４
４
８
）

そ
の
他
（
お
知
ら
せ
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

30
・
10
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
30
・
10(

さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る)

運
動
と
は
、
食
事
会
・
宴
会
は
じ
め

の
30
分
と
、
お
わ
り
の
10
分
間
を
離

席
せ
ず
食
事
を
楽
し
む
こ
と
を
推
進

す
る
運
動
で
す
。
新
年
会
等
の
飲
食

店
利
用
時
に
「
30
・
10
運
動
」
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
注
文
の
際
は
食
べ
ら
れ
る

量
を
注
文
す
る
、
食
べ
ら
れ
な
い
も

の
は
先
に
伝
え
る
な
ど
の
工
夫
も
し

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
食
品
ロ

ス
削
減
と
ゴ
ミ
の
減
量
化
へ
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ま
で
お
声
が
け
い
た
だ

き
、
環
境
に
や
さ
し
い
宴
会
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
県
の
特
定
最
低
賃
金
改
定
の

お
知
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

※

特
定
最
低
賃
金
に
該
当
し
な
い
産

　
業
は
、
福
岡
県
最
低
賃
金
（
１
時

　
間
９
９
２
円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
５
７
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

や
さ
し
い
日
本
語
研
修

〜
外
国
人
と
や
さ
し
い

日
本
語
で
話
そ
う
〜

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
・
行
政
職
員

　
・
地
域
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
・
日
本
語
教
育
に
興
味
が
あ
る
方

　
・
国
際
交
流
に
興
味
が
あ
る
方
等

時
１
月
11
日
土
　
14
時
半
〜
17
時

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
・
多
文
化
理
解
の
重
要
性

　
・「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
重
要
性

　
・「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
活
用
　

　
　
方
法
と
作
り
方

定
先
着
30
人

期
１
月
８
日
水

問
（
公
財
）
福
岡
県
国
際
交
流
セ
ン

　
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
７
２
５
・
９
２
０
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心

　
が
あ
り
、
４
回
の
講
座
に
す
べ
て

　
参
加
可
能
な
方

時
①
2
月
1
日
土

　
②
2
月
8
日
土

　
③
2
月
15
日
土

　
④
2
月
22
日
土

　
い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
目
が
不
自
由
な
方
へ
点
字
で
情
報

　
提
供
を
行
う
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
養
成
講
座
で
す
。

定
10
人

料
５
９
０
円

期
1
月
31
日
金

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
４
５
０
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
28
回
福
岡
県
作
業
療
法
学
会
　

『
市
民
公
開
講
座
』
の
ご
案
内

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
23
日
日
　
12
時
〜
13
時

所
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
9
階

内
障
が
い
や
高
齢
に
よ
る
運
転
の
不

　
安
を
支
え
る
自
動
車
運
転
支
援

●
講
師
　
産
業
医
科
大
学
病
院

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
主
任
　

　
作
業
療
法
士
　
飯
田
真
也
さ
ん

定
限
定
３
０
０
人

問
福
岡
県
作
業
療
法
協
会
事
務
局

（
☎
０
９
３
・
９
５
２
・
７
５
８
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

環
境
保
全
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
8
日
土
13
時
半
〜

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

定
30
人
程
度
（
先
着
順
）

期
1
月
10
日
金
〜
2
月
3
日
月

申
問
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福

　
祉
環
境
事
務
所 

地
域
環
境
課

（
☎
０
９
４
８
・
21
・
４
９
７
５
）

人
権
標
語
　
　
　
　
●
　
大
丈
夫
　
い
つ
で
も
き
み
の
　
味
方
だ
よ （
大
分
小
）　
　
　
　
●
　
幸
せ
な
　
暮
ら
し
の
た
め
の
　
人
権
だ （
伊
岐
須
小
）

会場
庄内交流
センター
鎮西交流
センター
穂波交流
センター

飯塚片島交流
センター
二瀬交流
センター

会場
鯰田交流
センター
立岩交流
センター
幸袋交流
センター
頴田交流
センター

飯塚東交流
センター

時間
14時～
16時

10時～
正午

14時～
16時

10時～
正午

14時～
16時

時間
10時～
正午

14時～
16時

10時～
正午

14時～
16時

10時～
正午

開催日
2月4日

火

2月6日
木

2月13日
木

開催日

1月20日
月

1月29日
水

2月4日
火
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―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ひ
き
こ
も
り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
１
月
31
日
金
　
９
時
〜
17
時

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す

所
飯
塚
市
役
所
４
階
相
談
室
A

内
ひ
き
こ
も
り
の
悩
み
を
聞
き
、
相

　
談
員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。
家
族

　
の
み
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
話

　
す
こ
と
で
状
況
が
変
わ
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
話

　
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
生
活
自
立
支
援
相
談
室

（
☎
０
９
４
８
・
30
・
２
６
１
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

飯
塚
市
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
の

使
用
期
限
は
１
月
末
ま
で
で
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
ク
ー
ポ
ン

券
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
使
用
期
限
ま
で
に
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
1
月
31
日
金
ま
で

問
飯
塚
市
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
　

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
23
・
６
１
１
０

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ご
み
ネ
ッ
ト
等
購
入
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
ご
み
集
積
所
を
２
世
帯
以
上
で
共

　
同
利
用
す
る
市
民
（
自
治
会
及
び

　
隣
組
含
む
）

内
補
助
金
の
額…

ご
み
ネ
ッ
ト
等
購

　
入
価
格
（
消
費
税
含
む
）
の
３
分

　
の
２

●
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て

●
上
限
額
は
１
箇
所
に
つ
き
３
千
円

※

予
算
範
囲
内
で
先
着
順
の
受
付

※

同
一
集
積
所
で
再
交
付
を
受
け
た

　
い
場
合
は
、
前
回
交
付
を
受
け
た

　
日
か
ら
３
年
を
経
過
し
て
い
る
必

　
要
が
あ
り
ま
す
。

※

新
た
に
集
積
所
を
設
け
る
場
合

　
は
、
収
集
が
可
能
な
場
所
で
あ
る

　
か
を
、
環
境
対
策
課
へ
事
前
に
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

持
購
入
時
の
領
収
書
（
宛
名
書
き
が

　
で
き
、
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　
も
の
）・
振
込
先
口
座
通
帳
・
認

　
印
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
。）・
ご
み

　
ネ
ッ
ト
利
用
世
帯
名
簿
（
世
帯
代

　
表
者
１
名
の
氏
名
と
住
所
を
記
載

　
し
た
も
の
）

期
ご
み
ネ
ッ
ト
等
を
購
入
し
て
か
ら

　
90
日
以
内

申
問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

就
学
援
助
（
入
学
準
備
費

入
学
前
支
給
）
の
受
付

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
就
学
援
助
の
う
ち
、
入
学
準
備
費

　（
入
学
時
に
必
要
な
物
の
購
入
費

を
一
部
援
助
す
る
費
用
）
を
入
学
前

に
支
給
し
ま
す
。

対
経
済
的
理
由
に
よ
り
援
助
を
必
要

　
と
し
、
令
和
７
年
４
月
に
国
県
市

　
立
小
・
中
学
校
へ
入
学
予
定
の
子

　
ど
も
の
保
護
者

※

令
和
６
年
度
に
就
学
援
助
を
受
け

　
て
い
る
方
も
新
た
に
申
請
が
必
要

　
で
す
。

期
１
月
６
日
月
〜
31
日
金

申
問
教
育
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
０
）

※

書
類
は
市
立
小
・
中
学
校
、
ま
た

　
は
教
育
総
務
課
に
備
え
付
け
て
い

　
ま
す
。（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
可
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

介
護
保
険
住
宅

改
修
費
受
領
委
任

事
業
者
名
簿
登
録

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
令
和
7
年
度
の
介
護
保
険
住
宅
改

修
費
受
領
委
任
事
業
者
名
簿
へ
の
登

録
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
、
必
要

書
類
を
添
え
て
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※

登
録
は
毎
年
更
新
制
で
す
。

※

届
出
方
法
の
詳
細
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
１
月
14
日
火
〜
31
日
金

問
介
護
保
険
課

（
☎
内
線
１
１
３
３
・
１
１
３
４
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

市
営
住
宅
（
空
き
家
）
入
居
者
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、

　
ま
た
は
市
内
勤
務
者

　
②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が

　
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　
③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に

　
該
当
す
る
こ
と

※

そ
の
他
、
単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。

時
２
月
３
日
月
〜
７
日
金

※

毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課
（
☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※

同
課
に
備
え
付
け
の
申
込
案
内
書

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓

　
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

入
居
さ
れ
る
方
以
外
が
代
理
で
申

　
込
み
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
委
任

　
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

飯
塚
市
地
域
福
祉

推
進
協
議
会

委
員
の
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
市
内
在
住
で
、
地
域
福
祉
に
関
心

　
の
あ
る
人
。
か
つ
本
市
の
審
議
会

　
等
の
委
員
に
委
嘱
又
は
任
命
さ
れ

　
て
い
な
い
人
。（
た
だ
し
、
専
門

　
的
な
知
識
、
経
験
等
を
有
す
る
も

　
の
と
し
て
２
件
ま
で
の
他
の
審
議

　
会
等
委
員
に
委
嘱
又
は
任
命
さ
れ

　
て
い
る
場
合
を
除
く
）

※

現
在
協
議
会
公
募
委
員
の
再
任
可

定
女
性
２
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

●
任
期
　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
２
年
間
（
年
２
回
程
度
開
催
予
定
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

認
知
症
ケ
ア
の
技
法
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
２
月
８
日
土
　
13
時
〜
14
時
半

　（
受
付
12
時
半
〜
）

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

内
『
優
し
さ
を
伝
え
る
ケ
ア
技
術
〜

　
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
〜
』

　
講
師
：
安
武
澄
夫
氏
（
南
福
岡
脳

　
神
経
外
科
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　
シ
ョ
ン
部 

副
部
長
　
作
業
療
法
士
）

定
２
０
０
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

申
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

期
２
月
３
日
月
ま
で

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
い
い
づ
か

　
担
当
　
福
田

（
☎
０
８
０
・
９
２
４
６
・
０
５
１
２

　
FAX
０
９
４
８
・
28
・
９
５
８
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
キ
ャ
リ
ア
・
カ
フ
ェ

（
飯
塚
会
場
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
1
月
16
日
木
　
19
時
〜
20
時
40
分

所
市
役
所
本
庁
2
階
カ
フ
ェ
ス

　
ペ
ー
ス

内
テ
ー
マ
：
ワ
タ
シ
の
キ
ャ
リ
ア
の

　
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

※

働
く
女
性
と
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の

　
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

●
主
催
　
福
岡
県
女
性
活
躍
推
進
課

問
福
岡
県
女
性
人
材
育
成
の
た
め
の

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業
事
務
局

（
☎
０
９
２
・
６
９
２
・
３
１
７
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

学
校
給
食
体
験
イ
ベ
ン
ト

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
23
日
日
　
11
時
〜
14
時

所
鎮
西
交
流
セ
ン
タ
ー

内
①
給
食
試
食
会（
限
定
１
０
０
食
）

　
②
食
育
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
バ
タ
ー
を
作
ろ
う
、
野
菜
ス
タ
ン

　
プ
で
遊
ぼ
う
、
牛
乳
パ
ッ
ク
工
作

　
な
ど
。

　
③
学
校
給
食
に
関
す
る
情
報
な
ど

　
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

料
給
食
試
食
会
の
み
２
０
０
円

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」
ま
た
は
電
話
に
て
受
付
（
先

　
着
順
）

期
１
月
28
日
火
　
８
時
半
〜

問
学
校
給
食
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
７
７
１
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

は
じ
め
て
の
お
使
い
in
商
店
街

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
飯
塚
版
「
は
じ
め
て
の
お
使
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
２
人
１
組
で
買
い

物
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

対
３
歳
〜
小
学
３
年
生

時
１
月
18
日
土
　
10
時
半
〜

所
本
町
・
東
町
・
昭
和
通
の
４
店
舗

定
８
組
16
人
（
２
人
１
組
）

料
１
人
６
０
０
円

※

特
典
と
し
て
買
物
し
た
商
品
（
１

　
２
０
０
円
以
上
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

期
１
月
９
日
木

申
飯
塚
商
工
会
議
所
商
工
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
０
０
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
の
お
知
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

●
第
77
回

時
１
月
10
日
金
　
18
時
〜
19
時
半

所
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部

　
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ゴ
ラ
（
対
面
）

　
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
開
催

内
体
の
中
の
「
モ
ノ
」
の
恒
常
性
を

　
維
持
す
る
シ
ス
テ
ム

▽
ゲ
ス
ト
　
平
　
順
一
　
さ
ん

　（
大
学
院
情
報
工
学
研
究
院/

生

　
命
化
学
情
報
工
学
研
究
系
　
准
教

　
授
）

定
対
面
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　
切
）オ
ン
ラ
イ
ン
1
0
0
名
程
度

●
第
78
回

時
２
月
２
日
日
　
14
時
〜
15
時

所
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
開
催

内
『
世
界
は
化
学
物
質
で
つ
な
が
っ

　
て
い
る
』

▽
ゲ
ス
ト
　
飯
田
　
緑
　
さ
ん

　（
大
学
院
情
報
工
学
研
究
院/

物

　
理
情
報
工
学
研
究
系
　
准
教
授
）

定
オ
ン
ラ
イ
ン
1
0
0
名
程
度

問
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部
広
報

　
室

（
☎
０
９
４
８
・
29
・
７
５
０
９

叞sciencecafe@
pr.iizuka.

　kyutech.ac.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
自
衛
官
候
補
生
】

時
1
月
14
日
火
〜
2
月
12
日
水

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

期
2
月
4
日
火
ま
で

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
２
月
３
日
月
　
10
時
〜
16
時

※

事
前
申
込
不
要
・
受
付
15
時
ま
で

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
不
動
産
に
関
す
る
お
悩
み
、相
続
、

　
税
金
な
ど
に
つ
い
て
、
宅
地
建
物

　
取
引
士
、
弁
護
士
、
税
理
士
が
相

　
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

（
☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
７
１
７
）

期
１
月
６
日
月
〜
31
日
金※

必
着

申
問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
４

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

※

当
課
に
備
え
付
け
の
所
定
の
申
込

　
書
（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
可
）
に
記
入
の
う
え
、
メ
ー
ル
、

　
F
A
X
、
郵
送
又
は
ご
持
参
く
だ

　
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

令
和
７
年

国
勢
調
査
の

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
！

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
20
歳
以
上
の
方
（
税
務
、
警
察
、

　
選
挙
事
務
等
と
直
接
関
係
の
な
い

　
方
）

時
令
和
７
年
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　（
約
２
ヵ
月
間
）

内
調
査
員
の
仕
事

・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

・
担
当
し
て
い
る
調
査
区
の
確
認

・
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
説

　
明
、
調
査
票
の
配
布
、
回
収

・
調
査
票
の
点
検
、
提
出

●
調
査
員
報
酬
　
約
４
万
〜
７
万

※

担
当
す
る
調
査
区
数
や
世
帯
数
に

　
よ
っ
て
増
減
し
ま
す

期
４
月
下
旬
ま
で
募
集

申
当
課
に
備
え
付
け
の
所
定
の
申
込

　
書
（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
可
）
に
記
入
の
う
え
、
メ
ー
ル
、

　
F
A
X
、
郵
送
又
は
ご
持
参
く
だ

　
さ
い
。（
電
話
申
込
も
可
）

問
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
８

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６

叞soum
u@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

自
動
販
売
機
設
置

事
業
者
の
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

期
令
和
７
年
１
月
20
日
月
ま
で

　
設
置
箇
所
　
穂
波
庁
舎 

他

※

詳
し
く
は
、
市
Ｈ
Ｐ
の
募
集
要
項

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
産
活
用
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
１
）

講
演
・
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

災
害
時
の

ス
マ
ホ
活
用
講
座

参
加
者
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
１
月
28
日
火
　
10
時
〜
11
時
半

所
穂
波
庁
舎
３
階

※

駐
車
場
は
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

内
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
方
法
紹
介

定
20
人
（
先
着
順
）

持
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用
具

期
１
月
14
日
火
９
時
〜
27
日
月
17
時

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」

問
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
６
９
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

「
人
が
集
ま
る
講
座
と

チ
ラ
シ
の

作
り
方
」
講
座
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
1
月
10
日
金
　
9
時
半
〜
11
時
半

所
飯
塚
市
役
所
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
飯
塚
市
出
身
で
評
判
の
集
客
ア
ド

　
バ
イ
ザ
ー
が
教
え
ま
す
。

　
講
師
：
坂
田
　
静
香
　
さ
ん

　（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ェ

　
ン
ダ
ー
平
等
Ｌ
a
b
o
t
a
理
事
）

定
30
人

期
定
員
に
達
し
次
第
終
了

問
申
市
民
活
動
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ジ
ェ
ト
ロ
貿
易

実
務
セ
ミ
ナ
ー
＆

個
別
相
談
会
in
飯
塚

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
6
日
木
　
13
時
〜
16
時
半

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
貿
易
実
務
セ
ミ
ナ
ー

対
貿
易
ビ
ジ
ネ
ス
を
お
考
え
の
方
、

　
貿
易
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
ば
か
り

　
の
方

内
輸
出
の
際
の
留
意
点
等
に
つ
い
て

　
概
説
の
上
、
利
用
可
能
な
ジ
ェ
ト

　
ロ
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま

　
す
。

●
個
別
相
談
会
（
事
前
申
込
制
）

※

申
込
み
の
際
に
、
相
談
内
容
を
ご

　
記
入
く
だ
さ
い
。

定
30
人

期
1
月
30
日
木
　
15
時

申
電
子
申
請

※

受
講
者
ご
と
に
申
込
み
が
必
要

問
日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）

　
福
岡
貿
易
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
７
１
・
５
６
３
５
）

（
叞fuk@jetro.go.jp

）

　
国
際
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
２
１
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

男
性
の
た
め
の

包
丁
研
ぎ
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
１
月
26
日
日
　
10
時
〜
11
時
半

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
講
師
　
峯
　
祥
章
　
さ
ん

定
16
人
（
先
着
順
）

託
有
（
6
ヶ
月
〜
小
学
生
ま
で
）

※

1
月
17
日
ま
で
に
要
申
込

持
研
ぎ
た
い
包
丁
（
2
、
3
本
）
2

　
種
類
の
砥
石
（
①
中
粗
用
2
0
0

　

番
〜
2
4
0
番
②
仕
上
げ
用

　
1
0
0
0
番
）
布
巾
ま
た
は
雑
巾

　
2
枚※

砥
石
を
お
持
ち
で
な
い
方

　
は
申
込
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
1
月
6
日
月
〜
21
日
火

申
電
子
申
請

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
７
０
５
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

内
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

定
各
回
20
人
程
度

持
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

申
問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー
（
平
日
10
時
〜
17
時

　
受
付※

土
日
祝
及
び
年
末
年
始
12

　
月
28
日
〜
１
月
７
日
除
く
）

（
☎
０
５
０
・
３
５
３
７
・
６
１
７
４
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
人
権
啓
発
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
部
落
差
別
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

人
権
啓
発
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

①時
１
月
22
日
水
　
19
時
〜

所
庄
内
交
流
セ
ン
タ
ー
別
館
ミ
ニ
シ

　
ア
タ
ー
室

②時
１
月
25
日
土
　
10
時
半

所
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
権
ネ
ッ
ト
い
い
づ
か

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
７
５
８
２
）

イ
ベ
ン
ト

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

暴
力
団
追
放
！
地
域
決
起
会
議

（
筑
豊
地
区
）
飯
塚
地
区
暴
力
追
放

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

住
民
総
決
起
大
会

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
筑
豊
地
区
の
暴
力
団
追
放
！
地
域

決
起
会
議
及
び
飯
塚
地
区
の
暴
追
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
住
民
・
事
業
者
・
警
察
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
暴
力
の

な
い
明
る
く
住
み
よ
い
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

時
１
月
30
日
木
　
14
時
〜
16
時

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

内
講
演

問
防
災
安
全
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
５
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
34
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

嘉
飯
桂
児
童
作
品
展
　
飯
塚
地
域
展

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
1
月
28
日
火
〜
31
日
金

　
9
時
半
〜
16
時
ま
で

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
飯
塚
市
児
童
の
絵
画
作
品

（
特
別
賞
・
金
賞
・
銀
賞
）
76
点

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
４
４
８
）

そ
の
他
（
お
知
ら
せ
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

30
・
10
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
30
・
10(

さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る)

運
動
と
は
、
食
事
会
・
宴
会
は
じ
め

の
30
分
と
、
お
わ
り
の
10
分
間
を
離

席
せ
ず
食
事
を
楽
し
む
こ
と
を
推
進

す
る
運
動
で
す
。
新
年
会
等
の
飲
食

店
利
用
時
に
「
30
・
10
運
動
」
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
注
文
の
際
は
食
べ
ら
れ
る

量
を
注
文
す
る
、
食
べ
ら
れ
な
い
も

の
は
先
に
伝
え
る
な
ど
の
工
夫
も
し

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
食
品
ロ

ス
削
減
と
ゴ
ミ
の
減
量
化
へ
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ま
で
お
声
が
け
い
た
だ

き
、
環
境
に
や
さ
し
い
宴
会
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
県
の
特
定
最
低
賃
金
改
定
の

お
知
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

※

特
定
最
低
賃
金
に
該
当
し
な
い
産

　
業
は
、
福
岡
県
最
低
賃
金
（
１
時

　
間
９
９
２
円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
５
７
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

や
さ
し
い
日
本
語
研
修

〜
外
国
人
と
や
さ
し
い

日
本
語
で
話
そ
う
〜

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
・
行
政
職
員

　
・
地
域
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
・
日
本
語
教
育
に
興
味
が
あ
る
方

　
・
国
際
交
流
に
興
味
が
あ
る
方
等

時
１
月
11
日
土
　
14
時
半
〜
17
時

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
・
多
文
化
理
解
の
重
要
性

　
・「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
重
要
性

　
・「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
活
用
　

　
　
方
法
と
作
り
方

定
先
着
30
人

期
１
月
８
日
水

問
（
公
財
）
福
岡
県
国
際
交
流
セ
ン

　
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
７
２
５
・
９
２
０
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心

　
が
あ
り
、
４
回
の
講
座
に
す
べ
て

　
参
加
可
能
な
方

時
①
2
月
1
日
土

　
②
2
月
8
日
土

　
③
2
月
15
日
土

　
④
2
月
22
日
土

　
い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
目
が
不
自
由
な
方
へ
点
字
で
情
報

　
提
供
を
行
う
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
養
成
講
座
で
す
。

定
10
人

料
５
９
０
円

期
1
月
31
日
金

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
４
５
０
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
28
回
福
岡
県
作
業
療
法
学
会
　

『
市
民
公
開
講
座
』
の
ご
案
内

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
23
日
日
　
12
時
〜
13
時

所
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
9
階

内
障
が
い
や
高
齢
に
よ
る
運
転
の
不

　
安
を
支
え
る
自
動
車
運
転
支
援

●
講
師
　
産
業
医
科
大
学
病
院

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
主
任
　

　
作
業
療
法
士
　
飯
田
真
也
さ
ん

定
限
定
３
０
０
人

問
福
岡
県
作
業
療
法
協
会
事
務
局

（
☎
０
９
３
・
９
５
２
・
７
５
８
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

環
境
保
全
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
8
日
土
13
時
半
〜

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

定
30
人
程
度
（
先
着
順
）

期
1
月
10
日
金
〜
2
月
3
日
月

申
問
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福

　
祉
環
境
事
務
所 

地
域
環
境
課

（
☎
０
９
４
８
・
21
・
４
９
７
５
）

「
片
付
け
で
命
を
守
る
！
防
災
収
納
」、
木
造
住
宅
耐
震
や
市
の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
個
別
相
談
会
あ
り
。
　
時
２
月
６
日
木
13
時
〜
16
時
半（
受
付
12
時
半
〜
）

所
市
役
所
本
庁
　
定
先
着
50
人※

事
前
申
込
制
　
申
問
（
一
財
）
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
企
画
情
報
部
（
☎
０
９
２
・
７
８
１
・
５
１
６
９
）

建
築
物
耐
震
改
修
・

防
災
セ
ミ
ナ
ー

特定最低賃金

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業

電子部品・デバイス・電子回路、

電気機械器具、情報通信機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

百貨店、総合スーパーマーケット

自動車（新車）小売業

１時間

１，１０６円

１，０７１円

１，０８１円

１，０００円

１，０６６円

効力発生日

令和６年

12月10日
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―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ひ
き
こ
も
り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
１
月
31
日
金
　
９
時
〜
17
時

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す

所
飯
塚
市
役
所
４
階
相
談
室
A

内
ひ
き
こ
も
り
の
悩
み
を
聞
き
、
相

　
談
員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。
家
族

　
の
み
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
話

　
す
こ
と
で
状
況
が
変
わ
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
話

　
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
生
活
自
立
支
援
相
談
室

（
☎
０
９
４
８
・
30
・
２
６
１
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

飯
塚
市
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
の

使
用
期
限
は
１
月
末
ま
で
で
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
ク
ー
ポ
ン

券
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
使
用
期
限
ま
で
に
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
1
月
31
日
金
ま
で

問
飯
塚
市
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
　

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８
・
23
・
６
１
１
０

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ご
み
ネ
ッ
ト
等
購
入
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
ご
み
集
積
所
を
２
世
帯
以
上
で
共

　
同
利
用
す
る
市
民
（
自
治
会
及
び

　
隣
組
含
む
）

内
補
助
金
の
額…

ご
み
ネ
ッ
ト
等
購

　
入
価
格
（
消
費
税
含
む
）
の
３
分

　
の
２

●
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て

●
上
限
額
は
１
箇
所
に
つ
き
３
千
円

※

予
算
範
囲
内
で
先
着
順
の
受
付

※

同
一
集
積
所
で
再
交
付
を
受
け
た

　
い
場
合
は
、
前
回
交
付
を
受
け
た

　
日
か
ら
３
年
を
経
過
し
て
い
る
必

　
要
が
あ
り
ま
す
。

※

新
た
に
集
積
所
を
設
け
る
場
合

　
は
、
収
集
が
可
能
な
場
所
で
あ
る

　
か
を
、
環
境
対
策
課
へ
事
前
に
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

持
購
入
時
の
領
収
書
（
宛
名
書
き
が

　
で
き
、
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　
も
の
）・
振
込
先
口
座
通
帳
・
認

　
印
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
。）・
ご
み

　
ネ
ッ
ト
利
用
世
帯
名
簿
（
世
帯
代

　
表
者
１
名
の
氏
名
と
住
所
を
記
載

　
し
た
も
の
）

期
ご
み
ネ
ッ
ト
等
を
購
入
し
て
か
ら

　
90
日
以
内

申
問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

就
学
援
助
（
入
学
準
備
費

入
学
前
支
給
）
の
受
付

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
就
学
援
助
の
う
ち
、
入
学
準
備
費

　（
入
学
時
に
必
要
な
物
の
購
入
費

を
一
部
援
助
す
る
費
用
）
を
入
学
前

に
支
給
し
ま
す
。

対
経
済
的
理
由
に
よ
り
援
助
を
必
要

　
と
し
、
令
和
７
年
４
月
に
国
県
市

　
立
小
・
中
学
校
へ
入
学
予
定
の
子

　
ど
も
の
保
護
者

※

令
和
６
年
度
に
就
学
援
助
を
受
け

　
て
い
る
方
も
新
た
に
申
請
が
必
要

　
で
す
。

期
１
月
６
日
月
〜
31
日
金

申
問
教
育
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
０
）

※

書
類
は
市
立
小
・
中
学
校
、
ま
た

　
は
教
育
総
務
課
に
備
え
付
け
て
い

　
ま
す
。（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
可
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

介
護
保
険
住
宅

改
修
費
受
領
委
任

事
業
者
名
簿
登
録

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
令
和
7
年
度
の
介
護
保
険
住
宅
改

修
費
受
領
委
任
事
業
者
名
簿
へ
の
登

録
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
、
必
要

書
類
を
添
え
て
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※

登
録
は
毎
年
更
新
制
で
す
。

※

届
出
方
法
の
詳
細
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
１
月
14
日
火
〜
31
日
金

問
介
護
保
険
課

（
☎
内
線
１
１
３
３
・
１
１
３
４
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

市
営
住
宅
（
空
き
家
）
入
居
者
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、

　
ま
た
は
市
内
勤
務
者

　
②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が

　
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　
③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に

　
該
当
す
る
こ
と

※

そ
の
他
、
単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。

時
２
月
３
日
月
〜
７
日
金

※

毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課
（
☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※

同
課
に
備
え
付
け
の
申
込
案
内
書

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓

　
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

入
居
さ
れ
る
方
以
外
が
代
理
で
申

　
込
み
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
委
任

　
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

飯
塚
市
地
域
福
祉

推
進
協
議
会

委
員
の
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
市
内
在
住
で
、
地
域
福
祉
に
関
心

　
の
あ
る
人
。
か
つ
本
市
の
審
議
会

　
等
の
委
員
に
委
嘱
又
は
任
命
さ
れ

　
て
い
な
い
人
。（
た
だ
し
、
専
門

　
的
な
知
識
、
経
験
等
を
有
す
る
も

　
の
と
し
て
２
件
ま
で
の
他
の
審
議

　
会
等
委
員
に
委
嘱
又
は
任
命
さ
れ

　
て
い
る
場
合
を
除
く
）

※

現
在
協
議
会
公
募
委
員
の
再
任
可

定
女
性
２
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

●
任
期
　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
２
年
間
（
年
２
回
程
度
開
催
予
定
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

認
知
症
ケ
ア
の
技
法
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
２
月
８
日
土
　
13
時
〜
14
時
半

　（
受
付
12
時
半
〜
）

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

内
『
優
し
さ
を
伝
え
る
ケ
ア
技
術
〜

　
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
〜
』

　
講
師
：
安
武
澄
夫
氏
（
南
福
岡
脳

　
神
経
外
科
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　
シ
ョ
ン
部 

副
部
長
　
作
業
療
法
士
）

定
２
０
０
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

申
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

期
２
月
３
日
月
ま
で

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
い
い
づ
か

　
担
当
　
福
田

（
☎
０
８
０
・
９
２
４
６
・
０
５
１
２

　
FAX
０
９
４
８
・
28
・
９
５
８
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
キ
ャ
リ
ア
・
カ
フ
ェ

（
飯
塚
会
場
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
1
月
16
日
木
　
19
時
〜
20
時
40
分

所
市
役
所
本
庁
2
階
カ
フ
ェ
ス

　
ペ
ー
ス

内
テ
ー
マ
：
ワ
タ
シ
の
キ
ャ
リ
ア
の

　
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

※

働
く
女
性
と
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の

　
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

●
主
催
　
福
岡
県
女
性
活
躍
推
進
課

問
福
岡
県
女
性
人
材
育
成
の
た
め
の

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業
事
務
局

（
☎
０
９
２
・
６
９
２
・
３
１
７
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

学
校
給
食
体
験
イ
ベ
ン
ト

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
23
日
日
　
11
時
〜
14
時

所
鎮
西
交
流
セ
ン
タ
ー

内
①
給
食
試
食
会（
限
定
１
０
０
食
）

　
②
食
育
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
バ
タ
ー
を
作
ろ
う
、
野
菜
ス
タ
ン

　
プ
で
遊
ぼ
う
、
牛
乳
パ
ッ
ク
工
作

　
な
ど
。

　
③
学
校
給
食
に
関
す
る
情
報
な
ど

　
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

料
給
食
試
食
会
の
み
２
０
０
円

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」
ま
た
は
電
話
に
て
受
付
（
先

　
着
順
）

期
１
月
28
日
火
　
８
時
半
〜

問
学
校
給
食
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
７
７
１
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

は
じ
め
て
の
お
使
い
in
商
店
街

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
飯
塚
版
「
は
じ
め
て
の
お
使
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
２
人
１
組
で
買
い

物
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

対
３
歳
〜
小
学
３
年
生

時
１
月
18
日
土
　
10
時
半
〜

所
本
町
・
東
町
・
昭
和
通
の
４
店
舗

定
８
組
16
人
（
２
人
１
組
）

料
１
人
６
０
０
円

※

特
典
と
し
て
買
物
し
た
商
品
（
１

　
２
０
０
円
以
上
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

期
１
月
９
日
木

申
飯
塚
商
工
会
議
所
商
工
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
０
０
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
の
お
知
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

●
第
77
回

時
１
月
10
日
金
　
18
時
〜
19
時
半

所
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部

　
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ゴ
ラ
（
対
面
）

　
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
開
催

内
体
の
中
の
「
モ
ノ
」
の
恒
常
性
を

　
維
持
す
る
シ
ス
テ
ム

▽
ゲ
ス
ト
　
平
　
順
一
　
さ
ん

　（
大
学
院
情
報
工
学
研
究
院/

生

　
命
化
学
情
報
工
学
研
究
系
　
准
教

　
授
）

定
対
面
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　
切
）オ
ン
ラ
イ
ン
1
0
0
名
程
度

●
第
78
回

時
２
月
２
日
日
　
14
時
〜
15
時

所
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
開
催

内
『
世
界
は
化
学
物
質
で
つ
な
が
っ

　
て
い
る
』

▽
ゲ
ス
ト
　
飯
田
　
緑
　
さ
ん

　（
大
学
院
情
報
工
学
研
究
院/
物

　
理
情
報
工
学
研
究
系
　
准
教
授
）

定
オ
ン
ラ
イ
ン
1
0
0
名
程
度

問
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部
広
報

　
室

（
☎
０
９
４
８
・
29
・
７
５
０
９

叞sciencecafe@
pr.iizuka.

　kyutech.ac.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
自
衛
官
候
補
生
】

時
1
月
14
日
火
〜
2
月
12
日
水

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

期
2
月
4
日
火
ま
で

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
２
月
３
日
月
　
10
時
〜
16
時

※

事
前
申
込
不
要
・
受
付
15
時
ま
で

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
不
動
産
に
関
す
る
お
悩
み
、相
続
、

　
税
金
な
ど
に
つ
い
て
、
宅
地
建
物

　
取
引
士
、
弁
護
士
、
税
理
士
が
相

　
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

（
☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
７
１
７
）

期
１
月
６
日
月
〜
31
日
金※

必
着

申
問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
４

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

※

当
課
に
備
え
付
け
の
所
定
の
申
込

　
書
（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
可
）
に
記
入
の
う
え
、
メ
ー
ル
、

　
F
A
X
、
郵
送
又
は
ご
持
参
く
だ

　
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

令
和
７
年

国
勢
調
査
の

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
！

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
20
歳
以
上
の
方
（
税
務
、
警
察
、

　
選
挙
事
務
等
と
直
接
関
係
の
な
い

　
方
）

時
令
和
７
年
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　（
約
２
ヵ
月
間
）

内
調
査
員
の
仕
事

・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

・
担
当
し
て
い
る
調
査
区
の
確
認

・
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
説

　
明
、
調
査
票
の
配
布
、
回
収

・
調
査
票
の
点
検
、
提
出

●
調
査
員
報
酬
　
約
４
万
〜
７
万

※

担
当
す
る
調
査
区
数
や
世
帯
数
に

　
よ
っ
て
増
減
し
ま
す

期
４
月
下
旬
ま
で
募
集

申
当
課
に
備
え
付
け
の
所
定
の
申
込

　
書
（
市
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
可
）
に
記
入
の
う
え
、
メ
ー
ル
、

　
F
A
X
、
郵
送
又
は
ご
持
参
く
だ

　
さ
い
。（
電
話
申
込
も
可
）

問
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
８

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６

叞soum
u@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

自
動
販
売
機
設
置

事
業
者
の
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

期
令
和
７
年
１
月
20
日
月
ま
で

　
設
置
箇
所
　
穂
波
庁
舎 

他

※

詳
し
く
は
、
市
Ｈ
Ｐ
の
募
集
要
項

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
産
活
用
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
１
）

講
演
・
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

災
害
時
の

ス
マ
ホ
活
用
講
座

参
加
者
募
集

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
１
月
28
日
火
　
10
時
〜
11
時
半

所
穂
波
庁
舎
３
階

※

駐
車
場
は
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

内
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
方
法
紹
介

定
20
人
（
先
着
順
）

持
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用
具

期
１
月
14
日
火
９
時
〜
27
日
月
17
時

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」

問
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
６
９
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

「
人
が
集
ま
る
講
座
と

チ
ラ
シ
の

作
り
方
」
講
座
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
1
月
10
日
金
　
9
時
半
〜
11
時
半

所
飯
塚
市
役
所
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
飯
塚
市
出
身
で
評
判
の
集
客
ア
ド

　
バ
イ
ザ
ー
が
教
え
ま
す
。

　
講
師
：
坂
田
　
静
香
　
さ
ん

　（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ェ

　
ン
ダ
ー
平
等
Ｌ
a
b
o
t
a
理
事
）

定
30
人

期
定
員
に
達
し
次
第
終
了

問
申
市
民
活
動
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
９
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ジ
ェ
ト
ロ
貿
易

実
務
セ
ミ
ナ
ー
＆

個
別
相
談
会
in
飯
塚

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
6
日
木
　
13
時
〜
16
時
半

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
貿
易
実
務
セ
ミ
ナ
ー

対
貿
易
ビ
ジ
ネ
ス
を
お
考
え
の
方
、

　
貿
易
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
ば
か
り

　
の
方

内
輸
出
の
際
の
留
意
点
等
に
つ
い
て

　
概
説
の
上
、
利
用
可
能
な
ジ
ェ
ト

　
ロ
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま

　
す
。

●
個
別
相
談
会
（
事
前
申
込
制
）

※

申
込
み
の
際
に
、
相
談
内
容
を
ご

　
記
入
く
だ
さ
い
。

定
30
人

期
1
月
30
日
木
　
15
時

申
電
子
申
請

※

受
講
者
ご
と
に
申
込
み
が
必
要

問
日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）

　
福
岡
貿
易
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
７
１
・
５
６
３
５
）

（
叞fuk@jetro.go.jp

）

　
国
際
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
２
１
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

男
性
の
た
め
の

包
丁
研
ぎ
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
１
月
26
日
日
　
10
時
〜
11
時
半

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
講
師
　
峯
　
祥
章
　
さ
ん

定
16
人
（
先
着
順
）

託
有
（
6
ヶ
月
〜
小
学
生
ま
で
）

※

1
月
17
日
ま
で
に
要
申
込

持
研
ぎ
た
い
包
丁
（
2
、
3
本
）
2

　
種
類
の
砥
石
（
①
中
粗
用
2
0
0

　

番
〜
2
4
0
番
②
仕
上
げ
用

　
1
0
0
0
番
）
布
巾
ま
た
は
雑
巾

　
2
枚※

砥
石
を
お
持
ち
で
な
い
方

　
は
申
込
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
1
月
6
日
月
〜
21
日
火

申
電
子
申
請

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
７
０
５
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の
開
催

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

内
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

定
各
回
20
人
程
度

持
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

申
問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー
（
平
日
10
時
〜
17
時

　
受
付※

土
日
祝
及
び
年
末
年
始
12

　
月
28
日
〜
１
月
７
日
除
く
）

（
☎
０
５
０
・
３
５
３
７
・
６
１
７
４
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

人
権
啓
発
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
部
落
差
別
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

人
権
啓
発
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

①時
１
月
22
日
水
　
19
時
〜

所
庄
内
交
流
セ
ン
タ
ー
別
館
ミ
ニ
シ

　
ア
タ
ー
室

②時
１
月
25
日
土
　
10
時
半

所
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
権
ネ
ッ
ト
い
い
づ
か

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
７
５
８
２
）

イ
ベ
ン
ト

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

暴
力
団
追
放
！
地
域
決
起
会
議

（
筑
豊
地
区
）
飯
塚
地
区
暴
力
追
放

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

住
民
総
決
起
大
会

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
筑
豊
地
区
の
暴
力
団
追
放
！
地
域

決
起
会
議
及
び
飯
塚
地
区
の
暴
追
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
住
民
・
事
業
者
・
警
察
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
暴
力
の

な
い
明
る
く
住
み
よ
い
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

時
１
月
30
日
木
　
14
時
〜
16
時

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

内
講
演

問
防
災
安
全
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
５
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
34
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

嘉
飯
桂
児
童
作
品
展
　
飯
塚
地
域
展

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
1
月
28
日
火
〜
31
日
金

　
9
時
半
〜
16
時
ま
で

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
飯
塚
市
児
童
の
絵
画
作
品

（
特
別
賞
・
金
賞
・
銀
賞
）
76
点

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
４
４
８
）

そ
の
他
（
お
知
ら
せ
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

30
・
10
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
30
・
10(

さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る)

運
動
と
は
、
食
事
会
・
宴
会
は
じ
め

の
30
分
と
、
お
わ
り
の
10
分
間
を
離

席
せ
ず
食
事
を
楽
し
む
こ
と
を
推
進

す
る
運
動
で
す
。
新
年
会
等
の
飲
食

店
利
用
時
に
「
30
・
10
運
動
」
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
注
文
の
際
は
食
べ
ら
れ
る

量
を
注
文
す
る
、
食
べ
ら
れ
な
い
も

の
は
先
に
伝
え
る
な
ど
の
工
夫
も
し

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
食
品
ロ

ス
削
減
と
ゴ
ミ
の
減
量
化
へ
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ま
で
お
声
が
け
い
た
だ

き
、
環
境
に
や
さ
し
い
宴
会
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

福
岡
県
の
特
定
最
低
賃
金
改
定
の

お
知
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

※

特
定
最
低
賃
金
に
該
当
し
な
い
産

　
業
は
、
福
岡
県
最
低
賃
金
（
１
時

　
間
９
９
２
円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
５
７
８
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

や
さ
し
い
日
本
語
研
修

〜
外
国
人
と
や
さ
し
い

日
本
語
で
話
そ
う
〜

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
・
行
政
職
員

　
・
地
域
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
・
日
本
語
教
育
に
興
味
が
あ
る
方

　
・
国
際
交
流
に
興
味
が
あ
る
方
等

時
１
月
11
日
土
　
14
時
半
〜
17
時

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
・
多
文
化
理
解
の
重
要
性

　
・「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
重
要
性

　
・「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
活
用
　

　
　
方
法
と
作
り
方

定
先
着
30
人

期
１
月
８
日
水

問
（
公
財
）
福
岡
県
国
際
交
流
セ
ン

　
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
７
２
５
・
９
２
０
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

対
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心

　
が
あ
り
、
４
回
の
講
座
に
す
べ
て

　
参
加
可
能
な
方

時
①
2
月
1
日
土

　
②
2
月
8
日
土

　
③
2
月
15
日
土

　
④
2
月
22
日
土

　
い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
目
が
不
自
由
な
方
へ
点
字
で
情
報

　
提
供
を
行
う
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
養
成
講
座
で
す
。

定
10
人

料
５
９
０
円

期
1
月
31
日
金

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
４
５
０
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

第
28
回
福
岡
県
作
業
療
法
学
会
　

『
市
民
公
開
講
座
』
の
ご
案
内

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
23
日
日
　
12
時
〜
13
時

所
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
9
階

内
障
が
い
や
高
齢
に
よ
る
運
転
の
不

　
安
を
支
え
る
自
動
車
運
転
支
援

●
講
師
　
産
業
医
科
大
学
病
院

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
主
任
　

　
作
業
療
法
士
　
飯
田
真
也
さ
ん

定
限
定
３
０
０
人

問
福
岡
県
作
業
療
法
協
会
事
務
局

（
☎
０
９
３
・
９
５
２
・
７
５
８
７
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

環
境
保
全
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

時
2
月
8
日
土
13
時
半
〜

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

定
30
人
程
度
（
先
着
順
）

期
1
月
10
日
金
〜
2
月
3
日
月

申
問
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福

　
祉
環
境
事
務
所 

地
域
環
境
課

（
☎
０
９
４
８
・
21
・
４
９
７
５
）

身
近
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
が
会
場
に
設
置
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
、
無
料
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
時
１
月
18
日
土
　
10
時
〜
13
時
　

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
定
先
着
６
人
（
予
約
優
先
）

期
１
月
６
日
月
〜
　
申
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
支
部
（
☎
０
９
４
７
・
44
・
２
５
３
０
）

 

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

【手話コーナー】
「成人、目標」
「手話」は、動きのある言
語です。その動きを伝える
ために、動画
にまとめてい
ますのでご覧
ください。

向き合わせた指文字「コ」の字を上にあげ（大人）、
親指と小指を立てた両手を揺らしながら左右に動かしていく（人々）。

成人

一方の手で輪を作り高めにあげて、
一方の人差し指の指先を近づける。

目標
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皆様のご厚情に感謝いたします。

　「明治安田生命」様から、社員の募金と会社の寄附金
を合算して贈られる寄附金事業「私の地元応援募金」で
集まった募金（91万5千円）を寄附いただきました。
　11月5日に村山武司北九州支社長及び関係者の方が
来庁、武井市長に目録を手渡されました。

　「葵の輪ゆかいな仲間たち」様から、チャリティーバ
ザー＆ショーの収益金（10万96円）を寄附いただきまし
た。
　10月18日に関係者の方々が来庁、藤江副市長に目録
を手渡されました。

　市内にお住いの女性の方より、高齢者福祉の向上及
びこどもの貧困対策に対する支援として寄附金 (50万
円） をいただきました。
　11月20日に飯塚市役所にて寄附金贈呈式が行われ、
武井市長に目録が手渡されました。

　大相撲「二子山部屋」様から、「二子山部屋 がんばれ
九州場所 激励チャリティイベント」の収益金（20万円）
を寄附いただきました。
　11月5日に二子山雅高 (元大関雅山）様が来庁、藤江
副市長に目録を手渡されました。

　「飯塚信用金庫」様から、市内小・中学校（29校）及
び市立図書館 (5館）に図書カード（合計194万円分）を
寄附いただきました。
　11月28日に理事長正中良樹様及び関係者の方が来
庁、武井市長に目録が手渡されました。

　穂波地区にある古紙回収ボランティア団体「ほなみ
ハッピーグループ」様から、穂波地区の小学校へ図書カー
ド（10万円分）を寄附いただきました。
　11月26日に代表の大庭様及び関係者の方が来庁、桑
原教育長に目録が手渡されました。
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図書館だより
飯塚市立図書館キャラクターぼたぼん

休館日の
お知らせ

【飯塚】12月29日日～1月4日土・6日・
　　　 14日火～24日金・27日

【ちくほ・庄内・穂波】
12月29日日～1月4日土・6日・14日火・20日・27日

【頴田】12月29日日～1月3日金・土・日・㊗

※イベントは中止となる可能性があります。最新の情報はホームページでご確認ください。

飯塚図書館　 (℡0948-22-5552/Fax0948-22-5770)9 時半～ 19 時　　　　穂波図書館 (℡0948-29-1172)　9 時～ 17 時
ちくほ図書館 (℡0948-72-3849/Fax0948-72-3854)9 時半～ 18 時　　　　頴田図書館 (℡0948-92-3760)　9 時～ 17 時
庄内図書館　 (℡0948-82-4155/Fax0948-82-2188)9 時半～ 18 時　　　　叞：info@iizuka-library.jp

飯塚市立図書館に関する「もっと知りたい！」はこちら
公式 X( 旧 Twitter)

「ぼたぼんのつぶやき」
@iizukacity_lib

飯塚市立図書館
ホームページ
www.iizuka-library.jp

公式 Instagram
iizuka_library_official

本とおみくじ

乳幼児～一般
1月5日日～ なくなり次第終了
庄内図書館

対 象
と き
場 所・ 問 合 せ

5点以上貸出後、おみくじが引けます

第７回 飯塚市図書館を使った
調べる学習コンクール受賞･入選作品展

①1月7日火～1月16日木
②1月25日土～2月9日日
①穂波図書館 ②飯塚図書館 
各市内図書館

と 　 き

場 　 所
問 合 せ

子どもたちの力作をぜひご覧ください

図書館ボランティア養成講座
( 初心者向け )

＜飯塚図書館　休館のお知らせ＞
令和７年 1 月 15 日水～ 24 日金
蔵書点検のため上記の期間休館いたします

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします

1月23日木　10時半～12時　
ちくほ図書館 
5人 (先着順 )
ちくほ図書館1月7日火　9時半～

と 　 き
場 　 所
定 　 員
申 込・ 問 合 せ

読み聞かせボランティアに興味のある方、
読み聞かせのポイントが知りたい人 集合！

休日在宅当番医のご案内（診療時間　９時～１７時）
【凡例】（内）…内科、（小）…小児科、（外）…外科、（整）…整形外科、（リ）…リハビリテーション科、（耳）…耳鼻咽喉科、（胃）…胃腸科、（胃内）…胃腸内科、　　　

　　　（消）…消化器科、（消内）…消化器内科、（消外）…消化器外科、（循）…循環器科、（循内）…循環器内科、（腎）…腎臓内科、（糖内）…糖尿病内科、
　　　（呼）…呼吸器科、（皮）…皮膚科、（脳）…脳神経外科、（神）…神経内科、（泌）…泌尿器科、 （肛）…肛門科、 （眼）…眼科、
　　　（産）…産婦人科、 （婦）…婦人科、 （ア）…アレルギー科、（総）…総合診療科、（放）…放射線科

医療機関、診療科等が変更となったり、やむを得ず休診となる場合がありますので、当日の新聞紙面または飯塚医師会の
ホームページをご覧いただくか、医療機関へ連絡していただき、今一度ご確認をお願いします。

1月12日
日

1月13日
月・㊗

1月19日
日

1月26日
日

2月2日
日

飯塚市庄司 36-5
まつなり医院

( 内 )( 小 )
0948-22-0643

飯塚市鯰田 2517-201
弥永内科小児科医院

( 内 )( 小 )
0948-24-8680

飯塚市菰田西 1-6-24
あい内科・消化器科

クリニック ( 内 )( 消 )
0948-22-0703

飯塚市菰田西 1-4-3
近藤医院

( 内 )( 小 )( 消 )
0948-22-2899

飯塚市口原 1061-1
頴田病院

( 総 )
0948-92-2131

飯塚市新立岩 4-10
西原内科消化器科

クリニック ( 内 )( 消 )
0948-25-0070

飯塚市片島 2-5-4
林田胃腸科医院
( 内 )( 胃 )( 放 )
0948-22-8656

飯塚市伊川 548-1
ひだ内科クリニック

( 内 )
0948-52-6801

飯塚市菰田西 2-3-52
みやじま内科・呼吸器内科

クリニック ( 内 )
0948-23-0578

飯塚市鯰田 2219-20
らそうむ内科笑顔で百歳

クリニック ( 内 )
0948-43-3151

飯塚市菰田東 2-3-30
下津眼科医院

( 眼 )
0948-22-2221

飯塚市菰田西 1-4-22
すどうクリニック

( 産 )
0948-22-2347

飯塚市吉原町 10-6
青山外科医院

( 外 )( 整 )
0948-22-0212

飯塚市菰田西 1-5-4
たかた皮ふ科医院

( 皮 )
0948-21-3345

飯塚市吉原町 10-6
青山外科医院

( 外 )( 整 )
0948-22-0212

飯塚市天道 415-1
田中医院
( 内 )( 小 )

0948-22-1850

飯塚市平塚 88-2
塚本クリニック
( 内 )( 外 )( 消 )
0948-72-4388

飯塚市楽市 141-2
徳永眼科医院

( 眼 )
0948-25-0011

飯塚市堀池 254-1
なかおクリニック

( 内 )
0948-21-5755

飯塚市小正 40-1
西園内科クリニック

( 内 ) ( 小 )
0948-24-9308

嘉麻市下臼井 1082-115
大塚内科クリニック

( 内 )( 小 )
0948-62-5757

嘉麻市上山田 1440-7
山田の大塚医院

( 内 )( 外 )
0948-52-0871

嘉麻市漆生 1579-1
大森外科医院

( 外 )
0948-42-0606

嘉麻市漆生 1603
金丸医院

( 内 )
0948-42-0035

嘉麻市上山田 1237
嘉麻赤十字病院
( 内 )( 小 )( 外 )
0948-52-0861

イイヅカコミュニティセンターの改修工事に伴い、令和 7年 5月より飯塚館は休館となる予定です。
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飯塚市民のマイナンバーカードの申請
及び交付の休日窓口を開設します！
日時：1月26日日　受付時間　9：00～16：00
場所：飯塚市役所　1階　市民課

◎休日窓口開設日に限り、交付場所（交付通知書「ハガキ」に記載）が
本庁以外の方も飯塚市役所市民課窓口でお受取りができます。
◎マイナンバーカードの申請に必要なもの（有効期限内のもの）
　本人確認書類（Ａのうち1点、またはＢのうち2点）
　Ａ　運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（顔写真付き）など
　Ｂ　資格確認書（健康保険証）、介護保険証、年金手帳、子ども医療証、
　　　親子健康手帳（母子健康手帳）など

顔写真は窓口で
無料で撮れます。

●問合せ　本庁市民課（☎0948-96-8210）

※通知カードをお持ちでなくても申請できます。

無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー（
1
月
）

女
性
の
た
め
の

人
権
に
つ
い
て

9日・30日木　17時15分～19時
16日・23日木　17時15分～20時

9日・23日木　13時～16時
 
8日・15日・22日水　13時～16時
 
16日木　10時～正午
 
9日木　13時～15時
 
15日水　13時～15時 

平日13時～16時
 
毎週木曜日17時～19時 

24日金　13時～16時
 
16日木　13時～16時（相談時間30分）
 
21日火　13時～16時
 
7日・14日・28日火
10時～正午、13時～16時 

11日土　13時半～16時
 
平日9時～16時
 
平日8時半～17時15分

16日木

27日月
　
平日8時半～17時15分 
平日8時半～17時  

税務課 (☎0948-22-5525)
※今月の納期は「国民健康保険税」です。

飯塚市役所本庁

イイヅカ
コミュニティセンター
市民交流プラザ

飯塚市役所本庁
飯塚法律相談センター(☎0948-28-7555)

飯塚市役所本庁

飯塚市役所本庁

福岡法務局　飯塚支局

飯塚市役所本庁5階
北会議室

立岩交流センター

サン・アビリティーズ
いいづか
福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター飯塚ブランチ

（☎0948-21-0390） 
こども家庭課（☎0948-22-5501）
子どもなんでも相談（☎0948-26-7733） 
筑穂人権啓発センター
穂波人権啓発センター
庄内交流センター別館
頴田交流センター
飯塚市役所本庁4階
NPO法人人権ネットいいづか

男女共同参画推進センター
サンクス
(☎0948-22-7058)

市民活動支援課
(☎0948-96-8259)

市民活動支援課
(☎0948-96-8259)
市民活動支援課
(☎0948-96-8259)
法テラス福岡
(☎050-3383-5502)
国際政策課
(☎0948-96-8507)
直方年金事務所
(☎0949-22-0891)
いずみ会
(☎090-5386-4116)

人権・同和政策課
人権相談ダイヤル
☎　0948-43-4764
FAX 0948-23-7048

☎/FAX　0948-24-7582

不要

要

優先

要

不要

要

不要

要

不要

要

不要

不要

不要

不要

要
不要

人権相談出張窓口

人権相談

夜間納税相談

法律相談

行政相談

法律相談

くらしの手続き無料相談会
法テラス無料法律相談会
専門家による外国人無料相談会

年金相談
精神障がい者家族相談員による相談会
養育費の無料電話相談
家庭児童相談室

一般相談
就業支援相談

(納付受付、口座振替、納税に関する相談など)

(行政に関する苦情、意見・要望など )

※年度 (4～3月 )で1人1回30分
(相続、離婚、借金、交通事故など )

(成年後見制度、相続、官公庁署への許認可申請手続など )

（※予約の電話の際に要件等を確認します）

(外国人ビザ、雇用、国際結婚など )

女性弁護士
による

女性相談員
による

女性相談員
による

相談内容 とき ところ 申込み・問合せ予約

10時～正午
14時～16時
10時～正午
14時～16時

(子どもに関する相談、ひとり親家庭に対する相談 )

(母子家庭、父子家庭、離婚協議中の人 )
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市内で行われたイベントや
活動などを掲載しています。

人権の花、ひまわりの種を風船で飛ばしたよ！
　10月から11月にかけて、市内3小学校（菰田小、若菜小、
庄内小）の3年生が、福岡県の人権の花、「ひまわり」の
種を自分でメッセージを書いて紙風船で大空に飛ばしまし
た。
　このひまわりの種は、春から学校で種を植えて育て、花
を咲かせた後に収穫したものです。飛ばした風船はどこで
旅を終えてどんな人に拾われたのでしょうか。

「第10回筑前の國いいづか街道まつり」が開催
　10月27日、かつての長崎街道「飯塚宿」として賑わった
飯塚市中心商店街界隈では、「第10回筑前の國いいづか街
道まつり」が行われました。
　江戸時代の「殿役」に扮した武井市長、「姫役」のインド
からの留学生のクワイラクパムサンジュクタさんが華やかな
衣装で台車に上がり、アーケード内に集まった人の歓声に
笑顔でこたえていました。

竹やり、飛んでいけ！～田んぼでやり投げ大会～
　11月25日、飯塚市鯰田で「やり投げ大会」が行われ
ました。競技場は田んぼ、景品に竹やりの飛距離1メー
トルにつき100グラムの新米が貰えるというユニークな
企画が人気のイベントです。
　中高生陸上部員から家族連れまで約150人がエント
リーした今大会、竹やりが放物線を描き田んぼに刺さる
たびに会場には歓声が沸き起こっていました。

ウォーキングの秋！健幸ウォーキングが開催
　11月4日、「第12回飯塚市歩こう大会健幸ウォーキング」
が開催されました。
　約400名の参加者は、勝盛公園や嘉穂劇場周辺を自分
のペースで歩き、街並みを楽しみながら約2時間かけて飯
塚コスモスコモンに戻ってきました。
　ゴールした参加者には完歩証と参加賞が手渡され、「健
幸」な秋の休日を楽しんでいました。

飯塚市内で撮影した風景写真を募集します。

虹
撮影場所：大分（うぐいす台）
撮 影  日：令和6年11月26日
撮 影  者：永野　未来
コメント：晴れた空に美しい二重のアーチがかかっています！



市内出身の音楽家がニューイヤー
コンサート開催を報告

　北九州マリンバオーケストラ RIMの常任
指揮者である片岡寛晶さんが、1月11日にイ
イヅカコスモスコモンにて開催されるニュー
イヤーコンサートの開催 PRのため11月25日
に来庁、武井市長及び桑原教育長と対談さ
れました。

「令和6年秋の叙勲」にて
旭日単光章を受章

　自治会等の地縁団体の代表者として活躍
する功績が高く評価され、中村香代さんが
「旭日単光章」を受章されました。11月19日
に武井市長に受章報告を行い、皇居で天皇
陛下へ拝謁された際のことなどをお話しされ
ました。

市内小中学生9名が日本拳法総合選
手権大会へ出場！

　九州同志会に所属する市内の小中学生の
拳士たちが、9月15日に大阪で開催された
全国大会「2024日本拳法総合選手権大会」
へ出場したため、11月15日に来庁し、武井
市長及び桑原教育長に結果報告を行いまし
た。

市内で行われたイベントや活動などを掲載しています。
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◆定員：８人(先着順)
◆受付：誕生日月前月1日8時半～
　　　　1週間後の17時まで
※1日が土・日・祝日・年末年始の
　場合は、翌開庁日から1週間後
　の17時まで。
※写真は紙面に合わせ適宜トリミ
　ングを行います。
　ご了承ください。

電子申請（QRコード）にて
お申込みください。
問合せ　情報管理課情報発信係
（☎0948-96-8541）

ちゃん
柏の森

いつもみんなに幸せをありがと
う！大好きだよ♡

9日

伊藤  竜平
いとう　りゅうへい

ちゃん
枝国

誕生日おめでとう！わんぱく娘の
笑顔が大好き！

22日

松田　依都
まつだ　 　いと

ちゃん
安恒

たくさんの人に支えられ、あなた
が今生きているキセキに感謝で
す。大好きだよ♡

23日

甲斐　愛子
　かい　　あいこ

ちゃん
鯰田

お誕生日おめでとう
いつもパパママ皆に笑顔をありが
とう。ずっと大好きだよ♡

25日

東　茉白
あずま　ましろ

ちゃん
平塚

まさ、お誕生日おめでとう！
これからも沢山食べて、遊んで大
きくなっていってね。

2日

中尾　理人
なかお 　 まさと

ちゃん
頴田

誕生日おめでとう！笑顔いっぱ
いの北人が大好きです♡

5日

安藤　北人
あんどう　ほくと

有安

お誕生日おめでとう♡これから
もすくすく育ってね♡

8日

柳川　笑那
やながわ 　えな

広
告

広
告



■三菱エコキュート ３７０Ｌ

40.7万円（税込）

（税込）※工事費はエコキュートからエコ
　キュートに取替をした場合です

★搬入・設備工事・電気工事・既設撤去処分全て含む

まずはお気
軽に

お電話を
!!

メーカー希望小売価格
1,301,850 円（税込）

■営業所 / 直方・福岡・北九州・唐津　　☎０９４８－２２－２１１９
   龍王ガス株式会社

フルオート ＳＲＴ－Ｓ３７6Ａ
浴室・台所リモコン・脚部カバー付

取替えまで
ガス給湯器で
対応します !

故障
しても

工事費
目安 7.7～9.9万円

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

この印刷物は再生可能な用紙を使用しています。QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です
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